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           あ  い  さ つ 

 

 武蔵野市教育委員会教育長  宮 崎  活 志 

 

現在、子供たちの体力や運動能力の低下を改善する取組として、子供たちが基本的な生活習慣を身に

付け、健康で規則正しい生活を送ることができるよう、心と体の健康づくりがとても重要視されていま

す。 

また、武蔵野市では今年度から平成 31 年度までの 5 カ年で「第二期武蔵野市学校教育計画」を実施

し、その中の施策 10 で「体力向上・健康づくりの取組の充実」、施策 11 で「食育の充実」を掲げ、各

校で特色ある取組を行っております。 

さらに、東京都では平成 32年（2020年）の東京大会に向け、オリンピック・パラリンピック教育を

展開していくために、今年度は都内 600校を推進校に指定し、体力向上や健康増進等をはじめ創意工夫

した様々な取組を展開しています。 

このような中、境南小学校では、平成 26・27 年度東京都のオリンピック・パラリンピック教育推進

校の指定を受けるとともに、武蔵野市教育研究奨励校として「知ろう！考えよう！やってみよう！～健

康教育を通して～」を研究主題に設定し、精力的に研究に取り組んできました。 

本研究では、保健分科会、食育分科会、運動分科会の 3つの分科会をつくり、それぞれ目指す児童像

を「健康の大切さが分かり、日常生活に生かそうとする児童」、「食事の大切さが分かり、食生活を見直

しながら、感謝の気持ちを表現する児童」、「運動の大切さが分かり、体を動かす楽しさや喜びを感じて

運動する児童」としています。そして、児童自身が健康や健康の保持・増進に向けた行動の大切さに気

付き、主体的に取り組むために、「ねらいの明確化と指導内容の年間指導計画への系統的な位置付け」

や「学習内容の具体的な手だてと日常化につなげるための工夫」を研究推進の上での大切な視点としま

した。さらに、「健康」について知識の習得・理解の段階（知ろう）、健康行動を起こそうという気持ち

になる段階（考えよう）、健康生活の実践と習慣化の段階（やってみよう）に分けて授業や朝会など様々

な教育活動の場面で具体的な取組を進めてきたことが特徴の１つであると考えます。 

 このことにより、健康について知識を広げ、自分自身の健康に関心をもち、実践する児童が増え、目

指す児童像に迫る姿が多く見られるようになってきたと伺っております。今後、この 2年間にわたる本

研究の成果が広く市内外の教育実践に寄与されることを心より願っております。 

 結びに、本研究の推進に御尽力いただきました 藤橋 義之 校長先生をはじめ教職員の皆様の御努力

に心から感謝申し上げますとともに、本研究のために温かい御指導・御助言を賜りました講師の先生方

並びに東京都教育委員会に厚く御礼申し上げます。 



は じ め に 

 

武蔵野市立境南小学校長  藤 橋  義 之 

 

健康第一という言葉が示すように今後の激動の社会を生きていく子供たちには、健康と体力が何

より大切であるということがいえます。また、生涯にわたって充実した生活を送るためには、子供

の頃から運動習慣や生活習慣を確立し、自ら進んで判断し行動することのできる能力・態度を育て

ることが大切です。 

現代の生活環境やライフスタイルの変化は、社会全体の健康生活や食生活、運動習慣への意識低

下を助長する要因ともなり、その影響が子供たちの体力低下にもつながっています。生きる源にな

る健康の保持・増進への意識を高め、学校・家庭・地域社会の連携・協働による教育環境を整える

ことが重要となります。 

教育基本法には、知・徳・体の調和のとれた人間の育成、学校教育法には、健康、安全で幸福な

生活のための運動を通じた体力向上と心身の調和的発達の必要性、学習指導要領では「生きる力」

の育成として、豊かな心や健やかな体の育成が記されています。社会環境の変化に対応し、主体的

に判断・行動し、より良く問題解決する資質・能力を身に付けること、自ら律しつつ、他人と協調

し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性を育てること、たくましく生きるための健

康・体力を育成することは、学校教育の大きな課題であると言えます。 

 この教育課題の解決に向け、本校では「平成２６・２７年度武蔵野市教育研究奨励校」「平成２

６・２７年度東京都オリンピック・パラリンピック教育推進校」の指定を受け、「知ろう！考えよ

う！やってみよう！－健康教育を通して－」を研究主題として、運動・食育・保健の３分野を中心

に、体育、生活、家庭、総合的な学習の時間、特別活動、給食の時間、休み時間等において、系統

的・横断的な指導に努めました。また、家庭・地域との連携・協働を通して、正しい知識を基に主

体的に判断・行動し日常的に実践できる子供の育成を目指して、健康・体力づくりを重点とした研

究を進めてまいりました。 

 本研究を進めるにあたりましては、文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課 健康教育調査

官 森 良一先生、武蔵野大学教育学部講師 橋本由愛子先生、東京学芸大学名誉教授 立木 正

先生、国士舘大学体育学部教授 田口康之先生、東京学芸大学教育学部准教授 鈴木 聡先生、横

浜国立大学教育人間科学部准教授 物部博文先生、帝京大学医療科学部作業療法学科教授 石井孝

弘先生、武蔵野市教育委員会指導課の諸先生方には、懇切丁寧な御指導と御助言をいただきました

こと、心より御礼申し上げます。 

本校の研究活動は、未だ十分な成果を挙げたと言えるものではありません。今後も教職員一同、

子供が生涯にわたって健康・体力に関心をもち、心身共に健康な生活を送るための実践力を身に付

けられるよう研究を推進する所存です。 



Ⅰ 研究の概要 

 

１．研究主題 

 

 

 

 

２．研究主題設定の理由 

（１）なぜ今、「健康教育」なのか ～今日的な課題から～    

文部科学省は、「健康教育の推進と学校健康教育課の設置について」の通達において、健康教育につ

いて次のように記している。 

『健康教育とは、心身の健康の保持増進を図るために必要な知識及び態度の習得に関する教育』 

そこでは、「健康教育」を変化の激しいこれからの社会を生きるために必要な「生きる力」を形成す

る１つの重要な要素であると位置付けている。学習指導要領では、学校における体育・健康に関する指

導の中で、特に、①学校における食育の推進、②体力の向上に関する指導、③安全に関する指導及び心

身の健康の保持増進に関する指導の３点を挙げ、各教科等との関連において指導することを求めている。

そして、それらの指導により「家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・

健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われる

こと」を目的としている。生涯にわたって健康に関する行動様式や考え方の基礎を形成する学童期にお

いて、発達段階に応じた計画的な取組によって、基本的な生活習慣を確立し、児童自身が運動に親しみ、

健康な生活を送るための資質や能力の基礎を培うことが期待されている。 

 このように「生きる力」としての「健康教育」が重視されるようになったのは、近年の児童・生徒の

体力・運動能力の低下傾向、遊びや運動経験の偏り、ライフスタイルの変化による食事・睡眠などの生

活習慣の乱れや生活習慣病の兆候など、児童の健康が極めて大きな問題としてクローズアップされてき

たことによる。世界でも類を見ないほどの急速な少子高齢化の波の中で、今後これらの課題が日本社会

全体に対して、ますます大きな影響を与え、健康な心と体で「生きる力」の育成が、今まさに学校教育

に求められていると考えられる。 

 

（２）活力ある学校づくりのために ～本校の教育目標と実態から～ 

 本校の教育目標は、「よく考える子」「進んで取り組む子」「やさしい子」「元気な子」である。現在、

「進んで取り組む子」と「元気な子」の２つを重点目標として教育活動に取り組んでいる。特に「元気

な子」については、「健康」というキーワードの下に、教科「体育」や体育的活動における体力向上の

「知ろう！考えよう！やってみよう！」 

～健康教育を通して～ 



取組、自校給食を生かした食育の推進、そして系統的な保健学習や保健指導による健康・安全への実践

などの特色ある教育活動によって、健やかな体で活力ある学校づくりを目指している。 

ただ本校にも、体力・運動能力の低下、外遊びの経験不足や運動する児童としない児童の二極化、習

い事やテレビ視聴による睡眠不足の傾向や不規則な生活習慣、偏食や小食、食への感謝の希薄さといっ

た健康に関する多くの課題が見られる。 

そうした課題を解決し、児童の生涯にわたる健康づくりの基盤を培うためには、児童自身が健康の大

切さに気付き、健康な体をつくるために主体的に取り組もうとすることが重要である。また、体力・運

動能力の向上や生活習慣の改善の土台には正しい知識が必要であり、それを生かして自分の生活を捉え

直し、家庭・地域と連携して日常化を推進することで、効果的な実践に結び付くのではないか考えた。 

そこで、特色ある教育活動を児童の健康に対する実践的態度に結び付け、さらに「健康教育」を推進

するための方向として、次の３つの観点を考えた。 

①健康の大切さに関心をもち、健康な体をつくるために必要な知識や技能について理解する。 

②主体的に自らの生活について振り返り、健康との関係について考える。 

③学校・家庭・地域において、日常的・継続的に健康な生活のために行動する。 

以上の３つの観点を、端的に、「①知る」「②考える」「③やってみる」と表現し、この３つの活動に

おいて「知って考える」「考えてやってみる」「やってみて考える」「考えて分からないことは知る」と

いった双方向に行ったり来たりする学習活動を繰り返すことで、児童が生涯を通じて健康で活力ある生

活を送るための基礎が培われて行くのではないかと考え、「知ろう！ 考えよう！ やってみよう！ 

～健康教育を通して～」という研究主題を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知ろう！ 

考えよう！ やってみよう！ 

健

康 

①健康の大切さに関

心をもち、健康な体

をつくるために必要

な知識や技能につい

て理解する。 

③学校・家庭・地域にお

いて、日常的・継続的に

健康な生活のために行

動する。 

②主体的に自らの生活について振り返

り、健康との関係について考える。 

 



３．目指す児童像 

 

 

 

 

厚生労働省（H20 食生活改善指導担当者研修テキスト）によると、「健康教育」の目的を、 

①対象者が正しい知識や理解をもつこと（知識の習得・理解） 

②健康行動を起こそうという気持ちになること、起こすこと（態度の変容） 

③日常生活での健康生活の実践と習慣化（行動変容とその維持） 

としている。 

 

「健康教育」が、児童の生涯にわたる健康づくりの基盤を養うものにするためには、「先生に言われ

たからする」「みんながやっているからする」ではなく、児童自身が健康や健康行動（健康に良いとさ

れる行動）の大切さに気付き、主体的に取り組もうとすることが重要であると考えた。そのため本研究

を通じて「健康の大切さが分かり、健康な生活を目指す児童」を育成していきたいと考えた。 

 

 

４．研究の仮説 

上記のような児童像を目指すために、本研究では次のような研究仮説を立て研究を進めた。 

 

 

 

 

 

 

５．主題に迫るための手だて 
 

「健康教育」を推進するために、本校では「運動」「保健」「食育」の３つの側面からアプローチし、

それぞれに対応した３つの分科会を構成し、互いに連携しながら研究を進めている。 

その上で、本研究を進める際、次の２点を大切な視点であると考えた。 

①ねらいの明確化と指導内容の年間指導計画への系統的な位置付け  

②学習活動の具体的な手だてと日常化につなげるための工夫 

 

①については、総合的な学習の時間や特別活動などにおいて、ねらいが曖昧なために、健康教育に関

して学年間の系統性が不明確な点が見られた。そこでその点を改善し、指導内容を年間指導計画に系統

的に位置付け、同時に学習活動のねらいをより明確にした。 

（詳細は資料として添付されている「実践事例集」および「健康教育年間指導計画」を参照） 

健康の大切さが分かり、健康な生活を目指す児童 

 

健康について「知ろう」「考えよう」「やってみよう」という活動を重視し、こ

うした学習を繰り返すことで、児童は自分自身の生活を振り返りながら健康の大切

さに気付き、日常的に健康な生活を目指すことができるであろう。 

」 

 



②については、「知ろう！考えよう！やってみよう！」という研究主題に沿い、下記のような手だて

が有効ではないかと考え、授業実践を通じて検証した。また、各教科・単元や活動において、いくつか

の手だてを効果的に組み合わせることを意識して指導計画・活動計画を立てた。 

知ろう！ 

・楽しい活動を取り入れ学習意欲を高めるとともに、基礎的・基本的な内容をしっかりと知識・技能

として教える。 

・視聴覚資料・ＩＣＴ機器を活用し、授業のねらいを意識しながら分かりやすい資料提示を工夫する 

・学校内外のゲストティーチャーと直接交流することで、より幅広い知識を得るとともに、気持ちが

通い合うことを大切にする。 

考えよう！ 

・友達との交流や発表の場を設けて、自分の考えを広げ深める活動を取り入れるなど、学習形態を工

夫する。 

・自分の考えをまとめたり、自己評価したりするために、学習カード等を工夫する。 

・学習内容を自分に身近なものとしてとらえ学習意欲を高めるために、体験的な活動を取り入れる。 

やってみよう！ 

・運動、保健、生活や食事などについて、体育朝会、保健・安全指導、給食指導、昼の給食放送など

学校の教育活動全般にわたって継続的に指導を行うとともに、意識調査や生活リズムカレンダー、

実践カードなどを活用して、児童に意識付けをする。 

・学習活動の中で、保護者や地域とのかかわりを大切にし、健康や食に関して交流の機会を増やす。 

・保護者・地域にも「健康教育」についての情報発信を積極的に行い日常化につなげる。 
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６．研究構想図 
 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
[学習指導要領] 

・「生きる力」の育成 

・生涯を通じて健康な生活を

送るための基礎づくり 

・他教科等との連携 

・日常生活における実践 

・家庭や地域との連携 

[本校の実態] 

・体力・運動能力の低下傾向 

・運動経験の二極化 

・不規則な生活習慣 

・食への感謝の希薄さ 

《本校の教育目標》 

１ よく考える子 

２ 進んで取り組む子 

３ やさしい子 

４ 元気な子 
～重点目標 

研究主題 

「知ろう！考えよう！やってみよう！ ～健康教育を通して～」 

【目指す児童像】  

健康の大切さが分かり、健康な生活を目指す児童 
 

研究仮説 

健康について「知ろう」「考えよう」「やってみよう」という活動を重視し、こうし

た学習を繰り返すことで、児童は自分自身の生活を振り返りながら健康の大切さに気付

き、日常的に健康な生活を目指すことができるであろう。 

。 

【食育分科会】 

◎食事の大切さが分かり、食

生活を見直しながら、感謝

の気持ちを表現する児童 

【運動分科会】 

◎運動の大切さが分かり、

体を動かす楽しさや喜び

を感じて運動する児童 

【保健分科会】 

◎健康の大切さが分か

り、日常生活に生かそ

うとする児童 

研究の手だて 

◎学習活動のねらいの明確化と指導内容の年間指導計画への系統的な位置付け。 

◎学習活動の具体的な手だてと日常化につなげるための工夫。 



７．研究の経過 

 

 日 時 内  容 講  師 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

平
成
二
十
六
年
度 

 

４月２３日(水) 
【講演会】 

「健康教育について」 

帝京平成大学現代ライフ学部児童学科教授 

東京学芸大学名誉教授  立木 正 先生 

６月２５日(水) 

【研究授業】 運動分科会 

６年 体育「体力を高める運動」 

授業者 寺尾 桂 

帝京平成大学現代ライフ学部児童学科教授 

東京学芸大学名誉教授   立木 正 先生 

７月 ２日(水) 
【講演会】 

「健康教育について」 

文部科学省 初等中等教育局 

健康教育・食育課 健康教育調査官 

スポーツ庁 政策課教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

研究開発部教育課程調査官 森 良一 先生 

９月１０日(水) 

【研究授業】 保健分科会 

６年 保健 病気の予防「健康づくり大作戦」 

授業者 渋谷 麻里先生 

帝京平成大学現代ライフ学部児童学科教授 

東京学芸大学名誉教授  立木 正 先生 

１１月１９日

(水) 

【研究授業】 食育分科会 

３年 食育「食生活を考えよう」 

   授業者 村越 夏子 

文部科学省 初等中等教育局 

健康教育・食育課 健康教育調査官 

スポーツ庁 政策課教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

研究開発部教育課程調査官 森 良一 先生 

１月２１日(水) 

【研究授業】保健分科会 

５年 保健「けがの防止」 

授業者 大森 智仁 

横浜国立大学人間科学部准教授 

物部 博文 先生 

【研究授業】食育分科会 

５年 総合「食品の品質を安全性を

考えよう」 

授業者 上川 あゆみ 

元東京福祉大学教育学部教授 

武蔵野大学教育学部講師 

 橋本 由愛子 先生 

[研究授業]運動分科会 

２年 体育 体つくり運動 

「たくさんうごいて ぽっかぽか」 

授業者 田中 明子 

国士舘大学体育学部体育学科教授 

田口 康之 先生 



 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

平
成
二
十
七
年
度 

 

 ６月２４日(水) 

【研究授業】運動分科会 

１年 体育  

体つくり運動「はしって とんで 

まねっこめいじん」 

授業者 宮内 優香 

指導課訪問 

武蔵野市教育委員会指導主事の先生方 

６月２９日(月) 

【研究授業】食育分科会 

４年 総合的な学習の時間 

「給食から見える世界」 

授業者 島田 就二 

元東京福祉大学教育学部教授 

武蔵野大学教育学部講師 

 橋本 由愛子 先生 

７月 １日(水) 

【研究授業】 保健分科会 

３年 学級活動（保健）「かむかむ大作戦」 

授業者 田中 悠貴 

文部科学省 初等中等教育局 

健康教育・食育課 健康教育調査官 

スポーツ庁 政策課教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

研究開発部教育課程調査官 森 良一 先生 

９月１０日(木) 

【研究授業】運動分科会 

４年 体育  

体つくり運動「チャレンジタイム」 

授業者 雨谷 若菜 

東京学芸大学教育学部准教授 

鈴木 聡 先生 

【研究授業】 食育分科会 

１年 学級活動（食育指導） 

「やさいすきすきだいさくせん！」 

授業者 林 有里子 

元東京福祉大学教育学部教授 

武蔵野大学教育学部講師 

 橋本 由愛子 先生 

【研究授業】 保健分科会 

１年 学級活動（保健） 

「ぼく・わたしの手 きれいかな？」 

授業者 伊東 隆一郎 

文部科学省 初等中等教育局 

健康教育・食育課 健康教育調査官 

スポーツ庁 政策課教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

研究開発部教育課程調査官 森 良一 先生 

１０月２９日(木) 

【研究授業】運動分科会  

けやき学級 体育 体つくり運動

（感覚統合） 

「けやきランドを楽しもう」 

授業者 清原 義玄 

帝京科学大学 医療科学部 

作業療法学科教授 石井 孝弘 先生 

 

 １２月４日(金) 研究発表会（全学級公開） 

講演「オリンピックと学校体育」 

講師  

国士舘大学体育学部教授 

こどもスポーツ教育学科主任 

小学校学習指導要領解説体育編作成協力者 

         池田 延行 先生 



８．研究の成果と課題 

 

 

                                                 

○保健・食育・運動の３つの分科会で、児童が健康について関心をもつことができるように、いつ、ど

のような内容を指導すべきか、またどのような活動を行わせたらよいか、手立てを工夫しながら授業

実践を重ねた。その結果、健康についての知識を広げ、考え、実践にうつし、自分自身の健康に関心

をもつ児童が増えた。 

○保健・食育・運動をまとめた年間指導計画を作成し、各教科等との関連及び系統性を意識して、指導

時期や内容を見直した。その結果、児童が「健康に関する話」をする頻度や回数が増えた。また、健

康に良いとされる行動（健康行動）を実践する児童が増えた。 

○健康教育に関する学習では、児童が「やってみよう」「やってみたい」と感じる学習活動の工夫、思

考を促す場面設定が児童の健康行動の日常化につながるということが分かった。健康に良いから実践

しようという言葉がけに加え、視聴覚資料・ＩＣＴの活用や具体物の提示、実際の体験活動、ゲスト

ティーチャーの活用等、授業の中でより考え楽しめるような活動を取り入れることが、児童の意欲付

けに効果的であった。 

○東京都体力・運動能力、生活・運動習慣等調査の平成２５年度から平成２７年度にかけての推移を見

ると、児童の体力合計点が、入学間もない低学年においては全国の平均値より下回っているが、３年

生以上は男女とも全国平均を上回った。 

○学期毎に行われる学校公開では健康教育に関する授業を全学級で行った。また、健康教育に関する学

習カードに保護者からのコメントをいただいたことで、家庭への情報発信となり、家庭での健康教育の活

動に関する理解を得ることができ、一層の連携を図ることができた。 

 

 

 

                                               

○健康教育に関する年間指導計画の見直しを行うなど教育活動全体を通じて健康教育に取り組んだこ

とにより、自分の健康について関心をもつ児童の割合が少しずつ増えてきた。しかし、さらに児童の

健康への意識を高めていくために、健康課題を分析し、よりよい取組になるよう指導内容の焦点化や

精選を図る必要がある。 

○２年間の研究で、児童が自分自身の健康に関する意識の高まりを感じるようになったが、生涯にわた

る健康を維持できるようになるためには、今後も授業、そして授業外での取組を継続する。 

○健康教育を推進する上で、家庭や地域との連携は不可欠である。各家庭の実態が多様化する中で、児

童一人一人の課題に寄り添った効果的な働きかけになるよう改善を図っていく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 分科会実践報告 

目指す児童像 
運動の大切さが分かり、体を動かす楽し

さや喜びを感じて運動する児童 
 

運動分科会 



運動分科会研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

                
         

                

 

 

                                     

  

 

 
【知ろう！】 

・体を動かす楽しさや心地よさを知る。 

・体の基本的な動きを知る。 

・体を動かす楽しさや心地よさを知る。 

・基本的な動きを組み合わせる運動を知る。 

・体を動かす必要性を知る。 

・運動による心と体への効果を知る。 

・体力を高める運動の方法を知る。 

 

【考えよう！】 

・心と体の変化に気付く。 

・動きのポイントを見付ける。 

・心と体の変化に気付く。 

・動きのポイントを意識する。 

・心と体の関係に気付く。 

・動きのポイントを意識する。 

・運動するときにアドバイスし合う。 

【やってみよう！】 

・友達と励まし合って運動する。 

・活動を工夫して楽しく運動する。 

・友達と励まし合って運動する。 

・友達と関わり合って運動する。 

・健康行動を日常生活の中で実践する。 

・友達と学び合う。 

 

「運動」分科会 

学習のねらいの明確化 

研究主題 

「知ろう！考えよう！やってみよう！ ～健康教育を通して～」 

目指す児童像  

健康の大切さが分かり、健康な生活を目指す児童 
 

【運動分科会の目指す児童像】 

運動の大切さが分かり、体を動かす楽しさや喜びを感じて運動する児童 

（低） 

 

（中） 

 

（高） 

（低） 

 

（中） 

 

（高） 

（低） 

 

（中） 

 

（高） 



 

１ 単元のねらい 

〈運   動〉 

・体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに、体のバランスをとったり移動したりする運動を 

できるようにする。 

〈態   度〉 

・運動に進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動をしたり、場の安全に気を付けたりすることが 

できるようにする。 

〈思考・判断〉 

・体つくりのための簡単な運動の行い方を工夫できるようにする。 

２ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

運
動 

・多様な動きをつくる運動遊びでは、体のバラン

スをとったり移動をしたりする動きを通して、

体の基本的な動きを身に付けることができる。 

①姿勢や方向を変えて、体のバランスをと

る動きができる。 

②速さやリズム、方向を変えて、体を移動

する動きができる。 

態
度 

・体ほぐしの運動や多様な動きをつくる運動遊び

に進んで取り組んでいる。 

・運動の順番やきまりを守り、友達と仲よく運動

している。 

・友達と協力して、用具の準備や片付けをしてい

る。 

・場の安全に気を付けて運動している。 

①体ほぐしの運動や多様な動きをつくる運

動遊びに進んで取り組んでいる。 

②運動の順番やきまりを守り、友達と仲よ

く運動している。 

③友達と協力して、用具の準備や片付けを

している。 

④場の安全に気を付けて運動している。 

思
考
・
判
断 

・友達と一緒に運動をしたり用具を使って運動し

たりするなど、楽しく運動できる行い方を選ん

でいる。 

・多様な動きをつくる運動遊びの行い方を知り、

友達のよい動きを見付けている。 

①運動遊びの行い方や動き方を知ってい

る。 

②友達のよい動きを見付けている。 

③体のバランスをとったり移動をしたりす

る動きを工夫している。 

３ 単元設定の理由 

 １年生の発達段階では常に新しいものに興味が移っていく。運動を行う場合は短時間で次々に運動の

種類を変化させることで、様々な動きを習得することができる。本単元では体つくり運動の中でも「多

様な動きをつくる運動」を行い、将来的に技能を身に付けたり、体力を高めたりするための様々な体の

基本的な動きを培うことをねらいとしている。また、普段何気なくしている動きや、知っている動物の

動きを題材にすることで授業以外の遊びの場でも取り入れ、日常化につなげていきたいと考え、本単元

を設定した。 

 体育（運動） 体つくり運動『はしって とんで まねっこめいじん』  

平成２７年６月２４日（水） 第１学年２組  指導者 宮内優香  



４ 児童の実態 

○児童の実態 

本学級の児童は、明るく元気で外遊びが好きな児童が多く、中休みは積極的に外で鬼ごっこやろくぼ

く、ボールで遊んでいる様子が見られる。一方、外遊びが苦手で、読書をしたり絵を描いたりして室内

で過ごす児童も数名見られる。 

体育の授業の「器械・器具を使っての運動遊び」では、雲梯を使った運動遊びに取り組んだ。最後ま

で渡れる児童が５名程度、他の児童は２～４本しか進めず、腕で自分の体を支える力がまだついていな

い児童が多いことが分かった。 

また、運動会の表現では、手と足を同時に動かすことに苦労する児童もいたが、全体的に積極的に練

習に取り組むことができた。 

 

○育てたい児童像 

本単元を通して、体を動かす楽しさや、友達と協力して運動する喜びを味わうことができる児童を育

てていきたい。1 年生の 1 学期なので、様々な運動に取り組む中で、体の基本的な動きを知るとともに、

友達とかかわり合いながら楽しく運動をさせたい。 

 

５ 主題に迫るための手だて 

（１）知ろう！ 

①運動の仕方 

体の基本的な動きや各種運動の基礎となる動きを知り、動きのポイントを見付ける。また１年

生の１学期なので、幼稚園や保育園、運動会で経験した動きも取り入れる。活動を通して、運

動の心地よさや楽しさを味わう。 

②きまりや安全 

体育でのきまりや用具の正しい使い方などを提示する。 

 

（２）考えよう！ 

①動きの工夫 

友達の動きを参考にしたり、友達と話し合ったりして新しい動きを考える時間を確保する。 

②学習カード 

運動時間の確保をするため、また学習カードを書くことが目的にならないようにするため、無

理なく取り組める学習カードを用意する。 

 

（３）やってみよう！ 

①発表の場 

友達のよい動きを真似て、自分の動きに取り入れる。また、自分の考えた動きや友達と考えた

動きを安全に気を付けて試す場を設定する。 

②運動の日常化 

日常生活でも継続して活動できるように声かけをし、運動の日常化を図る。 

保護者との連携をより深め、児童の運動の日常化を図る。 



６ 学習過程（４時間扱い） 【知】知ろう 【考】考えよう 【や】やってみよう 

時 ねらい 児童の主な活動 評価規準 

１ 

・多様な運動遊びの動

きのポイントを知

り、進んで取り組む

ことができる。 

 

 

○体ほぐしの運動 

・全身じゃんけんのやり方を知る。【知】 

○体のバランスを取る運動遊び「もぐらになろう」 

・「座る」「立つ」動きの確認をする。 

 ・「回る」動きの確認をする。 【知】 

○体を移動する運動「まねっこ遊び」 

・「這う」「歩く」「走る」の動きの確認をする。

【知】 

（うさぎ・ライオン・小鳥・鉛筆・蛇・ 

ロボット・蟻・モルモット） 

・姿勢や方向を変えて、
体のバランスをとる動
きができる。（運動） 

・体ほぐしの運動や多様
な動きをつくる運動遊
びに進んで取り組んで
いる。（態度） 

・運動遊びの行い方や動
き方を知っている。 

（思考・判断） 
 

２
（
本
時
） 

・多様な運動遊びの動

きのポイントを確

かめながら、運動の

動きの条件を変化

させ、工夫して取り

組むことができる。 

 

 

○体ほぐしの運動 

・全身じゃんけんをする。【考】【や】 

○体のバランスを取る運動遊び「もぐらになろう」 

・「座る」「立つ」動きの工夫をする。 

 ・「回る」動きの工夫をする。【考】【や】 

○体を移動する運動「まねっこ遊び」 

・「這う」「歩く」「走る」の動きの工夫をする。

【考】【や】 

（うさぎ・ライオン・小鳥・鉛筆・蛇・ 

ロボット・蟻・モルモット） 

・姿勢や方向を変えて、
体のバランスをとる動
きができる。（運動） 

・運動の順番やきまりを
守り、友達と仲よく運
動している。（態度） 

・友達のよい動きを見付
けている。 

（思考・判断） 
 

３ 

・多様な運動遊びの動

きのポイントを知

り、進んで取り組む

ことができる。 

 

 

 

 

 

○体ほぐしの運動 

・全身じゃんけんをする。【考】【や】 

○体のバランスを取る運動遊び「もぐらになろう」 

・「座る」「立つ」動きの工夫をする。 

 ・「回る」動きの工夫をする。  【考】【や】 

○体を移動する運動「まねっこ遊び」 

・「這う」「歩く」「走る」の動きの確認をする。 

【知】 

（蝶・蟹・ゴリラ・象・カタツムリ・ 

金魚・やきいも） 

・速さやリズム、方向を
変えて、体を移動する
動きができる。（運動） 

・友達と協力して、用具
の準備や片付けをして
いる。（態度） 

・体のバランスをとった
り移動をしたりする動
きを工夫している。 

（思考・判断） 
 

４ 

・多様な運動遊びの動

きのポイントを確

かめながら、運動の

動きの条件を変化

させ、工夫して取り

組むことができる。 

 

○体ほぐしの運動 

・全身じゃんけんをする。【考】【や】 

○体のバランスを取る運動遊び「もぐらになろう」 

・「座る」「立つ」動きを工夫する。 

 ・「回る」動きを工夫する。  【考】【や】 

○体を移動する運動「まねっこ遊び」 

・「這う」「歩く」「走る」の動きの工夫をする。 

【考】【や】 

（蝶・蟹・ゴリラ・象・カタツムリ・ 

金魚・やきいも） 

・速さやリズム、方向を
変えて、体を移動する
動きができる。（運動） 

・場の安全に気を付けて
運動している。（態度） 

・友達のよい動きを見付
けている。 

（思考・判断） 
 

 



７ 本時の学習 （２／４） 

(１) 本時のねらい 

○姿勢や方向を変えて、体のバランスをとる動きができる。 

  ○運動の順番やきまりを守り、友達と仲よく運動している。 

  ○友達のよい動きを見付けている。 

(２) 本時の展開 

時間 学習活動 ○指導上の留意点 ☆評価 

５分 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．準備運動（ラジオ体操、首回し）

を行う。 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

３．「もぐらになろう」を楽しむ。 

 ・リズムに合わせて立つ、座る 

（①１人で、②２人で、③２人で交互） 

 

４．全身じゃんけんを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

５．「バレリーナになろう」を楽しむ。 

①利き足で回る。 

②利き足で反対方向に回る。 

 

 

 

 

 

 

 

③「全身じゃんけんバレリーナ」を

する。 

 

 

○体の部位を十分にほぐすように指導

する。 

○本時のめあてを伝える。 

 

 

 

○きまりを確認する。 

 ・太鼓１回⇒１人で立つ、座る 

 ・太鼓２回⇒２人で立つ、座る 

 ・笛⇒２人が交互に立つ、座る 

○グー、チョキ、パーの動きを確認 

する。 

 

 

 

 

 

 

○ポイントの確認をする。 

・軸足はつま先、勢いを付ける。 

・軸足を動かさないようにする。 

・着地は枠の中に入るようにする。 

・手で勢いを付けると回りやすい。 

 

 

 

 

○きまりの確認をする。 

・じゃんけんで負けた方がバレリー

ナになる。 

・太鼓の音でじゃんけんが始まる。 

 

 

 

 

 

☆姿勢や方向

を変えて、

体のバラン

スをとる動

き が で き

る。【観察】 

 

 

 

 

 

 

 

☆姿勢や方向

を変えて、

体のバラン

スをとる動

き が で き

る。【観察】 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろなうごきあそびをしよう 

リズムに合わせて、２人組で 

全身じゃんけんを行っています。 

バレリーナのようにその場で 

一回転しています。 



20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

６．「まねっこ遊び」を楽しむ。 

（うさぎ・ライオン・小鳥・えんぴ

つ・へび・ロボット・あり・モル

モット) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．片付けと学習カードの準備 

８．振り返り 

  学習カードに記入する。 

９．整理運動 

１０．次回の予告 

○準備は協力させる。 

・マットは１枚を４人で持ち、運ぶ。 

・マットの耳はしまう。 

○きまりの確認をする。 

・笛が 2 回聞こえたら教師に注目 

する。 

・一方通行。 

・空いているところ探し 

・走らない 

○運動のポイントを確認する。 

・動きを大きくする。 

・動きを工夫する。 

○児童に発表させ、友達の動きを 

見せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○協力して片付けるように声かけをす

る。 

 

 

○次回の見通しをもたせる。 

☆運動の順番

やきまりを

守り、友達

と仲よく運

動 し て い

る。【観察】 

 

☆友達のよい

動きを見付

けている。

【観察・学

習カード】 

 

 

 

へびのように、地面を這っています。 

まねっこをするものの絵を、 

活動場所ごとに置きました。 



８ 資 料  

・「１ねん はしって とんで まねっこめいじん」学習カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 成果と課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・多様な動きをつくる運動遊びを知り、経験することで、基本的な動きを身に付けるきっかけ

となった。 

・友達の良い動きを参考にしたり、友達と話し合ったりして新しい動きを考える時間を確保し

たことで、交流する楽しさや運動する楽しさを味わい、次への意欲につなげることができた。 

・無理なく取り組める学習カードを用意したことで、運動量の確保につながった。 

・太鼓や笛、音楽のリズムに合わせて運動することで、児童が意欲的に運動に取り組み、「もっ

とやりたい」「次は○○の動きがしたい」など、運動の継続や日常化につながる活動となった。 

課題 

・友達の良い動きや自分の工夫した動きについて、発表した動きを試す時間をもう少し確保す

るべきであった。 

・学習課題を達成するために、言葉かけの精選を行うなど、個に応じた具体的な支援を明確に

しなければならない。 

・「まねっこ遊び」では児童の動きを予測し、それぞれの場に適した用具を選び、児童の安心感

やさらなる意欲につなげ、より動きの幅を広げる。 

 

 

 



 

１ 単元のねらい 

〈運    動〉 

・体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに、体の基本的な動きができるようにする。 

〈態    度〉 

 ・運動に進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動をしたり、場や用具の安全に気を付けたりするこ

とができるようにする。 

〈思考・判断〉 

・多様な動きをつくる運動の行い方を知るとともに、友達のよい動きを見付け自分の運動に取り入れ

たり、動きの組み合わせ方を選んだりしている。 

２ 単元の評価規準 

３ 単元設定の理由 

友達との交流を通して、協力したり助け合ったりして様々な運動をすると、楽しさが増すことに気付

かせたい。そのために、児童同士が豊かに交流できる運動を中心に単元を構成した。用具は、児童が意

欲的に活動に取り組み、達成感や喜びを多く味わわせることができるよう、ボールや風船など、児童が

扱いやすい物を選択した。また、身近にある用具を使用することで、運動の日常化を図ることができる

と考えた。友達との交流や用具操作を通して、活動を楽しみながら運動を経験していくうちに、結果と

して基本的な動きを身に付けることができるように本単元を設定した。 

 体育（運動）体つくり運動『チャレンジタイム』 

平成２７年９月１０日（木） 第４学年３組  指導者 雨谷若菜      

 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

運 

動 

・体のバランスをとる運動、体を移動する運動の

基本的な動きや用具の操作を身に付けることが

できる。またそれらを組み合わせた動きができ

る。 

① 用具の操作に慣れることができる。 

② 体のバランスをとる運動や体を移動する運動

の基本的な動きができる。 

③ 力加減や目線を意識して、スムーズに用具の操

作ができる。 

④ 用具を操作しながら体のバランスをとる運動

や体を移動する運動ができる。 

態 

度 

・体つくり運動に進んで取り組もうとしている。 

・運動の順番やきまりを守り仲よく運動をしたり、

場や用具の安全に気を付けたりしている。 

① 体つくり運動に進んで取り組んでいる。 

② きまりを守り、友達と声を掛け合いながら運動

している。 

③ 場や用具の安全に気を付けて運動している。 

思 

考 

・ 

判 

断 

・体つくり運動の行い方を知るとともに、友達の

よい動きを見付け自分の運動に取り入れたり、

動きの組み合わせ方を選んだりしている。 

① 多様な動きをつくる運動のポイントが分かり、

友達のよい動きを見付けている。 

② 友達のよい動きを見付け、自分の運動に取り入

れたり、動きの組み合わせ方を選んだりしてい

る。 



４ 児童の実態 

○児童の実態 

１学期に実施した実態調査結果から、本学級の児童は「休み時間に校庭で遊ばない・あまり遊ばない

児童」が７割を超えていることが分かった。普段の学校生活を振り返ると、特に女子児童は外遊びをせ

ずに教室で読書をしたり、友達とおしゃべりをしたりして過ごすことが多い。しかし「運動をして楽し

いと感じるのはどんな時」という質問では、「できなかったことができた時」と答えている児童が圧倒

的に多い。このことから、達成感や喜びを味わうことが運動の楽しさと感じる経験をより多くすること

が大切ではないかと考えた。 

また「好きな遊び、運動は何ですか」の質問では、「ボール運動」と回答した児童が５割以上いる。

ボールを操作する運動やゲーム要素を取り入れた運動に対しては意欲をもって取り組めると予想され

る。 

○育てたい児童像 

体ほぐしの運動では、自分の心や体に対する気付きについて振り返る言葉かけをすることで、体を動

かすこと自体の楽しさを体感させる。また、用具を操作する簡単な動きから、徐々に難しい動きへ段階

的につなげていき、「できるようになってきた」「できるようになった」という達成感を多く味わわせた

い。そのために、動きのポイントを教師が明確に示したり、友達同士でポイントを教え合う時間を確保

したりして、成功体験を積み重ねることが大切である。また扱う用具については、ボールや輪、長なわ

などを使い、今までに使った経験のある用具でも、多くの動きのバリエーションがあることや友達と関

わりながら運動ができるということを知ってほしい。遊びや運動への興味をさらに深め、友達と関わり

ながら体を動かす楽しさを感じ、日常的に体を動かす児童を育てたい。 

 

５ 主題に迫るための手だて 

（１）知ろう！ 

児童の実態や学習活動に合わせた教材教具 

   風船や棒など、児童にとって身近な物を教具として扱うことで、児童が意欲的に基本的な動き

を組み合わせた多様な動きをつくる運動を学ぶことができる。 

（２）考えよう！ 

  ①活動の振り返り 

    動きのポイントを見付けられるように、友達と共有する時間を確保する。学習カード等を活用

し、児童が動きのポイントや工夫したことを振り返り、自分の課題を確かめられるようにする。 

②児童同士が交流して行う運動 

児童同士が交流しながら行う運動を中心に単元を構成した。友達と協力して運動をすると楽し

さが増すことに気付かせる。 

 （３）やってみよう！ 

  ①見せ合い、教え合い、発表し合う場の設定 

       自分の考えた動きを行うだけでなく、考えた動きを友達と見せ合い、教え合い、発表し合う場

を設定する。 

②日常化 

      休み時間や放課後などに継続して取り組み、より動きの幅を広げられるように言葉かけをする。 



６ 学習過程（６時間扱い） 【知】知ろう 【考】考えよう 【や】やってみよう 

時 ねらい 児童の主な活動 評価規準 

１ 

・心と体の変化

に気付いた

り、体の調子

を整えたり、

みんなで関

わり合った

りするため

の手軽な運

動や律動的

な運動をす

ることがで

きる。 

・運動の行い方

やポイント

を知り、基本

的な動きを

身に付けて

いる。 

・友達のよい動

きを見付け

て、自分の動

きに取り入

れることが

できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
体
ほ
ぐ
し
の
運
動 

・
教
師
の
動
き
に
合
わ
せ
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽
し
む
。
（
１
時
）【
知
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
友
達
の
動
き
に
合
わ
せ
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽
し
む
。
（
２
時
以
降
）
【
考
】【
や
】 

○体ほぐしの運 

動 

・風船を使った

様々な運動に取

り組む。 

（風船トランポリ

ン、風船リレー、

風船鬼,いろいろ

アタック） 

※いろいろアタッ

クでは、人数を

増やしたり、使

える体の部位を

限 定したり す

る。【知】【や】 

○用具を操作する運動（力試しの運動） 

・体育棒の使った動きを知る。【知】 

・友達と体育棒を押し合ったり引っ張り合ったりす

る。【知】【考】 

・体の様々な部位を使って体育棒を運ぶ。【考】 

・用具の操作に慣れることがで

きる。(運動) 

・体つくり運動に進んで取り組

んでいる。(態度) 

２ ○用具を操作する運動

（体のバランスをとる運 

動） 

・体育棒をバランス良く

立て、倒れる前に様々

な動きをする。（しゃが

む、拍手、１回転、友

達と場所を入れ替わる

など） 

※人数を増やしたり距離

を遠くしたりする。 

【知】【考】【や】 

○用具を操作する運動

（体のバランスをとる 

 運動） 

・ボールを投げ上げた

りバウンドさせたり

したボールをキャッ

チする。（しゃがむ、

拍手、１回転、友達

と場所を入れ替わる

など）【知】【考】 

※キャッチするまでの

動きを徐々に複雑に

していく。 

・体のバランスをとる運動や体

を移動する運動の基本的な

動きができる。(運動) 

・きまりを守り、友達と声を掛

け合いながら運動している。      

(態度) 

３(

本
時) 

・力加減や目線を意識して、ス

ムーズに用具の操作ができ

る。(運動) 

・場や用具の安全に気を付けて

運動している。(態度) 

・多様な動きをつくる運動のポ

イントが分かり、友達のよい

動きを見付けている。 

(思考・判断) 

 

４ 

○用具を操作する運動 

・輪を使った動きを知る。 

【知】 

・体の様々な部位を使っ

て回したり、輪を転が

したりする。 【考】 

・用具の操作に慣れることがで

きる。(運動) 

・友達のよい動きを見付け、自

分の運動に取り入れたり、動

きの組み合わせ方を選んだ

りしている。(思考・判断) 

５ 
・多様な動きを

つくるため

の動きの組

み合わせ方

を見付けた

り、工夫した

りすること

ができる。 

・友達のよい動

きを見付け

て、自分の動

きに取り入

れることが

できる。 

○用具を操作す 

る運動（体を移

動する運動） 

・長なわを使い、

様々な跳び方を

する。（くぐり抜

け、けんけん跳

び、８の字跳び、

友達と一斉跳び

など） 

※跳び方を徐々に

複 雑にして い

く。 

【知】【考】【や】 

○用具を操作する運動

（体を移動する運動） 

・輪を使った様々な動き

をする。（バンブーステ

ップ、なわ跳びのよう

に跳ぶ、足で回しなが

ら走るなど） 

【知】【考】【や】 

○基本的な動きを組み

合わせる運動 

・これまでに使った用

具や動きを組み合わ

せる。   【考】

【や】 

 

※長なわを跳びながら

ボールをつく、パス

をする。バンブース

テップをしながらボ

ールをつく。など 

・体つくり運動に進んで取り組

んでいる。(態度) 

・多様な動きをつくる運動のポ

イントが分かり、友達のよい

動きを見付けている。 

(思考・判断) 

６ 

・用具を操作しながら体のバラ

ンスをとる運動や体を移動

する運動ができる。(運動) 

・友達のよい動きを見付け、自

分の運動に取り入れたり、動

きの組み合わせ方を選んだ

りしている。(思考・判断) 



７ 本時の学習（３／６） 

(1)本時のねらい 

○力加減や目線を意識して、スムーズに用具の操作ができる。 

○場や用具の安全に気を付けて運動している。 

○多様な動きをつくる運動のポイントが分かり、友達のよい動きを見付けている。 

 (2)本時の展開 

時間 学習活動 ○指導上の留意点 ☆評価 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．準備運動を行う。 

 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

・前時までの活動を振り返り、本

時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．エンジョイランニングを行う。 

・教師や友達の動きに合わせて走

り方を変える。 

→スキップ、サイドステップ、 

腕回し など 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．風船を使った運動を行う。 

・いろいろアタック 1 人→2 人 

→使える体の部位を限定する。 

※手を使う、手と足を使う、手

と足と頭を使う。 

 

 

 

 

 

 

○様々な体の部位を十分に動かすように指

導する。 

○本時のめあてを伝える。 

 

 

○見通しをもてるよう学習の流れを掲示す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○速さやリズムなどを変えながら、様々な走

り方ができるように指導する。 

○周りの友達にぶつからないように気を付

けるよう適宜声をかける。 

○よい動きを見付けた児童は赤白帽子を裏

返して、帽子の色を変えるように指示す

る。 

 

 

 

 

 

 

○約束を確認する。 

 ・落とさないように高く風船を上げる。 

 ・安全に気を付ける。 

 ・1 人で 2 回以上連続は触れない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな動きにチャレンジしよう！ 



15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

５．体育棒を使った運動を行う。 

・体育棒をバランスよく立て、倒

れる前に様々な動きを行う。 

→拍手、しゃがむ、1 回転、友

達と場所を入れ替わる など 

※人数を増やす 

※距離を離す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ボールを使った運動を行う。 

・投げ上げたり、バウンドさせた

りしたボールをキャッチする。 

 →拍手、しゃがむ、1 回転、友

達とボールを交換する など 

 ※ボールをキャッチするまでの

動きを除々に複雑にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．片付けを行う。 

 

８．振り返りを行う。 

 

９．整理運動を行う。 

 

１０．次回の活動内容を知る。 

○約束を確認する。 

 ・振り回さない。 ・周りに注意する。 

○運動の行い方を確認する。 

 ・笛 1 回⇒拍手 ・笛 2 回⇒しゃがむ 

 ・笛長く⇒1 回転 

○約束を確認する。 

 ・同時に 2 本の棒に触らない。 

 ・棒より前に出ない。 

 ・スライディングなどの危険なことはしな

い。 

○運動の行い方を確認する。 

 ・太鼓 1 回⇒時計回り 

 ・太鼓 2 回⇒反時計回り 

○グループごとに練習や工夫をする時間を

設ける。 

○グループごとに発表させ、友達のよい動き

を見付けさせる。よい動きを見付けられな

い児童には、具体的なよさを示す。 

○もう一度運動に取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

○ボールを正確に操作できるようなポイン

ト(持ち方・手首やひざの使い方など)を考えさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○協力して片付けと学習カードの準備をす

るように言葉かけをする。 

○工夫したところ、友達の良かったところを

発表させる。 

 

 

○次回の見通しをもたせる。 

☆力加減や目

線を意識し

て、スムー

ズに用具の

操作ができ

る。【観察】 

 

☆場や用具の

安全に気を

付けて運動

している。 

【観察・学習

カード】 

 

☆多様な動き

をつくる運

動のポイン

ト が 分 か

り、友達の

よい動きを

見付けてい

る。【観察・

学 習 カ ー

ド】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

５．体育棒を使った運動を行う。 

・体育棒をバランスよく立て、倒

れる前に様々な動きを行う。 

→拍手、しゃがむ、1 回転、友

達と場所を入れ替わる など 

※人数を増やす 

※距離を離す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ボールを使った運動を行う。 

・投げ上げたり、バウンドさせた

りしたボールをキャッチする。 

 →拍手、しゃがむ、1 回転、友

達とボールを交換する など 

 ※ボールをキャッチするまでの

動きを除々に複雑にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．片付けを行う。 

 

８．振り返りを行う。 

 

９．整理運動を行う。 

 

１０．次回の活動内容を知る。 

○約束を確認する。 

 ・振り回さない。 ・周りに注意する。 

○運動の行い方を確認する。 

 ・笛 1 回⇒拍手 ・笛 2 回⇒しゃがむ 

 ・笛長く⇒1 回転 

○約束を確認する。 

 ・同時に 2 本の棒に触らない。 

 ・棒より前に出ない。 

 ・スライディングなどの危険なことはしな

い。 

○運動の行い方を確認する。 

 ・太鼓 1 回⇒時計回り 

 ・太鼓 2 回⇒反時計回り 

○グループごとに練習や工夫をする時間を

設ける。 

○グループごとに発表させ、友達のよい動き

を見付けさせる。よい動きを見付けられな

い児童には、具体的なよさを示す。 

○もう一度運動に取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

○ボールを正確に操作できるようなポイン

ト(持ち方・手首やひざの使い方など)を考えさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○協力して片付けと学習カードの準備をす

るように言葉かけをする。 

○工夫したところ、友達の良かったところを

発表させる。 

 

 

○次回の見通しをもたせる。 

☆力加減や目

線を意識し

て、スムー

ズに用具の

操作ができ

る。【観察】 

 

☆場や用具の

安全に気を

付けて運動

している。 

【観察・学習

カード】 

 

☆多様な動き

をつくる運

動のポイン

ト が 分 か

り、友達の

よい動きを

見付けてい

る。【観察・

学 習 カ ー

ド】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 資 料  

 ・「チャレンジタイム」学習カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 成果と課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・身近な用具の特性を知り運動することが、多様な動きの習得に効果的であった。また、分かり

やすい指示や掲示物も児童に動きのポイントを伝えるために有効な手だてであった。 

・楽しみながら運動する中で、体の基本的な動きを自然と身に付けることができた。 

・友達と交流したり、用具の操作の時間を多くとったりすることで、児童が達成感を多く味わえ

た。 

・児童一人一人に用具を用意したので、全員が用具操作の経験を多く積むことができた。 

・児童が夢中になって運動に取り組み、友達と運動を見せ合い、教え合い、発表し合うことが、

さらなる意欲や自信につながり「運動の日常化」の兆しが見えてきた。 

課題 

・友達との関わり合い方、学び方のねらいをより明確にし、友達のよい動きを率先して見付ける手

だてを考えていかなければならない。 

・教師が児童のよい動きを価値付ける個に応じた言葉かけを精選し、実践していく必要がある。 

・より一層「運動の日常化」を図るために、体育の授業以外での運動・遊びに関する場の設定や用

具の確保など、環境整備を進めていく必要がある。 



 

１ 単元のねらい 

〈運   動〉 

・感覚機能の視点を意識した運動遊びを通して、多様な動きができるようになる。 

〈態   度〉 

・体の動きに関心をもち、運動に楽しく進んで取り組むことができる。 

〈思考・判断〉 

・体つくりのための運動の行い方を工夫できるようにする。 

 

２ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

運
動 

・多様な動きをつくるために、体の基本的な動

きを知る。 

①サーキット運動のそれぞれの動きがで

きる。 

態
度 

・体つくり運動に進んで取り組んでいる。 

・順番やきまりを守り仲良く運動をしようとし

ている。 

①体つくり運動に進んで取り組んでいる。 

②運動の順番やきまりを守っている。 

思
考
・
判
断 

・体のバランスをとる運動、体を移動する運動、

用具を操作する運動などの体をつくるための

運動を工夫できる。 

①教師の手本を参考にして、サーキット運

動のそれぞれの動きを工夫することが

できる。 

 

３ 単元設定の理由 

  発達がゆっくりであったりばらつきがあったりする児童には、書字の筆圧の加減が難しい、つまずきやすい、

いつも体の一部が動いていたり離席したりする、新しい遊びや動きを怖がるなど、生活や学習の中で様々な課

題がある。その原因の一つが、視覚・聴覚・触覚などによって体の様々な部位から一斉に送られてくる大量の

感覚情報を、脳がうまく分類・整理できないことにあると言われている。特に感覚機能の中でも無意識の内に

活動している前庭覚（体の傾きや動き、運動の速さの変化を知る）や固有覚（力加減をコントロールしたり手

足の位置や体の動きを知ったりする）は、自覚されにくいためにそこから生じる課題が「わざと」「ふざけて」

していることだと誤解されやすい。またこれらの感覚は、幼児期の遊びや生活経験を通じて徐々に統合が促さ

れていくものであるが、経験の少なさや本来の機能の弱さなどにより、十分に育っているとは言えない児童が

多い。 

  学習指導要領の体つくり運動(第 1・２学年、第３・４学年)の中には、多様な動きをつくる運動(遊び)とし

て、体のバランスをとる運動（遊び）、体を移動する運動（遊び）、用具を操作する運動（遊び）が示されてい

る。これらは、前庭覚、固有覚の統合と大いに関連のある内容であり、体つくり運動を感覚統合の視点で捉え

直すことで、本学級の児童の発達課題に合った指導が行えるのではないかと考えた。 

 体育（運動） 体つくり運動『けやきランドを楽しもう』 

平成２７年１０月２９日（木） けやき学級 指導者  T1 清原 義玄  

T2 八代 史子 T3 諏訪 純子 T4 真野 聡 T5 佐光 美紀 



  本単元では、児童の前庭覚及び固有覚の実態をチェックリストと日常的な観察によって把握し、それを基に

個別の目標を設定した。そして体つくり運動の内容とそれぞれの活動で養われる感覚を分析し、児童が活動し

やすく、楽しさや達成感を得ながら学習できる活動を下図のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本単元を通じてそれぞれの活動が上達するだけでなく、身につけた動きや養われた感覚を生かして生活その

ものの質の向上につなげ、児童一人一人の「生きやすさ」を高めていきたいと考える。 

 

４ 児童の実態 

○児童の実態  

本学級は１～６年生の児童からなる知的障害固定学級である。児童の多くは、体育の授業に積極的であり、課

題に対してまじめによく取り組んでいる。本年度は１学期を通して３分間マラソン、ラジオ体操、体つくり運

動に取り組んだ。低学年の児童の中には体の動かし方やボディイメージが確立していない児童もいるので、一

つ一つの動きを確認しながらラジオ体操に取り組み、正確な動きを意識して体操ができるようになった。体つ

くり運動では背中合わせになって二人で力を合わせて立ち上がる運動に取り組み、回数を重ねることでほとん

どの児童が立ち上がることができた。一方で、１～６年生が在籍しているので、運動経験や体の大きさ、筋力

といった運動能力は児童によって差が見られる。また障害種や障害の程度に応じて、運動によっては教師や介

助員の手助けを受けながら取り組んでいる。 

 

○アンケートより （全児童２６名） 

①休み時間は校庭で遊んでいますか。 

（１）遊んでいる １２人 

（２）だいたい遊んでいる ８人 

（３）あまり遊んでいない ４人 

（４）遊んでいない ２人 

 

②一週間のうち、何日くらい運動やスポーツをしていますか。（体育の授業はのぞく） 

（１）毎日 ５人 

（２）３～６日 ８人 

（３）１～２日 ７人 

（４）しない ６人 

 

 

ほうきバランス 

平均台渡り 前庭覚 

ステージジャンプ、ぴょんぴょんジャンプ、 

マットでゴロゴロ 

体のバランスをとる
運動 

体を移動する運動 

固有覚 

前庭覚 

前庭覚 用具を操作する運動 



③運動をして、楽しいと感じるのはどんな時ですか。（複数回答有） 

（１）はじめての運動をする時 ３人 

（２）できないことを頑張っている時 ６人 

（３）できなかったことができた時 １０人 

（４）体を思い切り動かしている時 １４人 

（５）友達や先生にほめられた時 １５人 

（６）みんなで一緒に運動をする時 ５人 

（７）競争やゲームに勝った時 １２人 

 

 アンケート結果より休み時間は校庭で遊んでいると答えた児童が、学級に半数以上いることが分かった。

一方で休み時間の様子を見ていると、外に出ていく児童と中で遊ぶ児童が固定化されている。またアンケ

ート後、気温が高くなるにつれて外にいく児童が減っているように感じられる。次に、1週間の運動量を

見てみると、通常の学級では毎日体を動かしているのと答えたのは５０１人中１５３人で、３分の１以上

の児童があてはまる。一方で、けやき学級では、体育の時間以外で毎日体を動かしている児童は２６人中

５人であり、５分の 1の児童にとどまっている。その原因としては、放課後に運動系の習い事をしている

児童が少ないことや、外に遊びに行くことが少ないことが考えられる。最後に、「運動をして、楽しいと

感じるのはどんな時ですか」という問いに対しては、半数以上の児童が「友達や先生にほめられた時」、

「体を思いきり動かしている時」が楽しいと答えている。 

 

○目指す児童像 

・体を動かす楽しさや心地よさを感じ、自ら体を動かそうとする児童 

 

 

５ 主題に迫るための手だて 

（１）知ろう！ 

  運動の仕方 

 多様な動きをつくるために、どんな動きがあるか手本を見せる。体の動きを言語化したり、分解したりして

より具体的なイメージをもつ。これらを手だてとして体の基本的な動きを知る。 

  

（２）考えよう！ 

 ①きまりや安全 

どうしたら安全に運動できるかを考えて運動に取り組んでいる。低学年は、待機する場所や、教師の声かけ

で始めるといったルールを全ての運動で統一する。高学年は、導入の場面で今日ケガをしないためにどうす

ればいいか確認する。 

②動きの工夫 

それぞれの運動のポイントを考える。示範を基に上手な動きと、そうでない動きを比べさせて違いを考えさ

せる。低学年は、考える視点を分かりやすくするために、選択肢を提示する。高学年は、どうしてその選択

肢を選んだのか、説明させる。 

③ボディイメージの確立 

整理運動で動かしている部位を意識させるために、「ごほうびマッサージ」を行う。サーキット運動の各運

動を重点的に練習する時間（１～３時間目）を行うことで、それぞれの運動が体のどの部位を使っているの

か、明確にする。 



 

（３）やってみよう！ 

  個に応じた指導 

個に応じた運動を決定するために事前に各担任がそれぞれの児童の固有覚、前庭覚、視覚に関する実態調査

票に記入する。実態調査票からわかったことを基に、各児童の取り組む運動のめあてを決める。 

 

６ 学習過程（６時間扱い） 【知】知ろう 【考】考えよう 【や】やってみよう 

時 ねらい 児童の主な活動 評価規準 

１ 

・多様な動きをつくる

ために、体の基本的

な動きを知る。 

○安全に運動するための活動の仕方を学ぶ。【知】 

 ・場の移動の仕方 

 ・きまりや順番を守る 

○けやきランドに向けての運動の説明と練習 

【知】【や】 

 ・ステージジャンプ 

 ・ぴょんぴょんジャンプ 

○サーキット運動の流れを体験する。【知】【や】 

 ・運動の順番、動線を知る。 

○ごほうびマッサージ【考】 

 ・授業の終わりに疲れた部分をマッサージする。 

  疲れた部分を考えることで、1 時間の中でどこ

をよく使ったか意識させる。 

・サーキット運動のそれ
ぞれの動きができる。 

    （運動） 
・体つくり運動に進んで
取り組んでいる。 

（態度） 
・運動の順番やきまりを
守っている。 （態度） 

・教師の手本を参考にし
て、サーキット運動の
それぞれの動きを工夫
することができる。 

（思考・判断） 

２ 

・多様な動きをつくる

ために、体の基本的

な動きを知る。 

○安全に運動するための活動の仕方を学ぶ。【知】 

 ・場の移動の仕方 

 ・きまりや順番を守る 

○けやきランドに向けての運動の説明と練習 

【知】【や】 

 ・マットでゴロゴロ 

 ・平均台渡り 

○サーキット運動の流れを体験する。【知】【や】 

 ・運動の順番、動線を知る。 

○ごほうびマッサージ【考】 

 ・授業の終わりに疲れた部分をマッサージする。 

  疲れた部分を考えることで、1 時間の中でどこ

をよく使ったか意識させる。 

・サーキット運動のそれ
ぞれの動きができる。 

（運動） 
・体つくり運動に進んで
取り組んでいる。 

（態度） 
・運動の順番やきまりを
守っている。  （態度） 

・教師の手本を参考にし
て、サーキット運動の
それぞれの動きを工夫
することができる。 

（思考・判断） 

３ 

・多様な動きをつくる

ために、体の基本的

な動きを知る。 

○安全に運動するための活動の仕方を学ぶ。【知】 

 ・場の移動の仕方 

 ・きまりや順番を守る 

○けやきランドに向けての運動の説明と練習 

【知】【や】 

 ・ほうきバランス 

○サーキット運動の流れを体験する。【知】【や】 

 ・運動の順番、動線を知る。 

○ごほうびマッサージ【考】 

 ・授業の終わりに疲れた部分をマッサージする。 

  疲れた部分を考えることで、1 時間の中でどこ

をよく使ったか意識させる。 

・サーキット運動のそれ
ぞれの動きができる。 

  （運動） 
・体つくり運動に進んで
取り組んでいる。 

（態度） 
・運動の順番やきまりを
守っている。 （態度） 

・教師の手本を参考にし
て、サーキット運動の
それぞれの動きを工夫
することができる。 

（思考・判断） 



４
（
本
時
） 

・サーキット運動を通

して体の使い方に

慣れながら様々な

運動に親しむ。 

○サーキット運動に取り組む。【考】【や】 

 ・体を移動する運動 

  ステージジャンプ 

  ぴょんぴょんジャンプ 

  マットでゴロゴロ 

 ・バランスを取る運動 

  平均台渡り 

 ・用具を操作する運動 

  ほうきバランス 

○ごほうびマッサージ【考】 

 ・授業の終わりに疲れた部分をマッサージする。 

  疲れた部分を考えることで、1 時間の中でどこ

をよく使ったか意識させる。 

・サーキット運動のそれ
ぞれの動きができる。 

（運動） 
・体つくり運動に進んで
取り組んでいる。 

（態度） 
・運動の順番やきまりを
守っている。 （態度） 

・教師の手本を参考にし
て、サーキット運動の
それぞれの動きを工夫
することができる。 

（思考・判断） 

５ 

・サーキット運動を通

して体の使い方に

慣れながら様々な

運動に親しむ。 

○サーキット運動に取り組む。【考】【や】 

 ・体を移動する運動 

  ステージジャンプ 

  ぴょんぴょんジャンプ 

  マットでゴロゴロ 

 ・バランスを取る運動 

  平均台渡り 

 ・用具を操作する運動 

  ほうきバランス 

○ごほうびマッサージ【考】 

 ・授業の終わりに疲れた部分をマッサージする。 

  疲れた部分を考えることで、1 時間の中でどこ

をよく使ったか意識させる。 

・サーキット運動のそれ
ぞれの動きができる。 

  （運動） 
・体つくり運動に進んで
取り組んでいる。 

（態度） 
・運動の順番やきまりを
守っている。 （態度） 

・教師の手本を参考にし
て、サーキット運動の
それぞれの動きを工夫
することができる。 

（思考・判断） 

６ 

・サーキット運動を通

して体の使い方に

慣れながら様々な

運動に親しむ。 

○サーキット運動に取り組む。【考】【や】 

 ・体を移動する運動 

  ステージジャンプ 

  ぴょんぴょんジャンプ 

  マットでゴロゴロ 

 ・バランスを取る運動 

  平均台渡り 

 ・用具を操作する運動 

  ほうきバランス 

○ごほうびマッサージ【考】 

 ・授業の終わりに疲れた部分をマッサージする。 

  疲れた部分を考えることで、1 時間の中でどこ

をよく使ったか意識させる。 

・サーキット運動のそれ
ぞれの動きができる。 

（運動） 
・体つくり運動に進んで
取り組んでいる。 

（態度） 
・運動の順番やきまりを
守っている。  （態度） 

・教師の手本を参考にし
て、サーキット運動の
それぞれの動きを工夫
することができる。 

（思考・判断） 

 



７ 本時の学習（４／６） 

（１）本時のねらい 

   ○サーキット運動を通して体の使い方に慣れながら様々な運動に親しむ。 

（２）本時の展開 

時間 学習活動 ○指導上の留意事項 ☆評価 

10 分 

 

 

 

 

25 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

１．準備運動（ラジオ体操） 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

３．用具などの準備 

４．「けやきランド」を楽しもう。 

（前半） 

・サーキット運動に取り組む。 

①ステージジャンプ 

②けんけんジャンプ 

③マットでゴロゴロ 

④平均台渡り 

⑤ほうきバランス 

 

 

 

５．きまりやよい動きの共有を行う。 

 

 

６．「けやきランド」を楽しもう。 

（後半） 

 ・お手本をもとにサーキット運動

に取り組む。 

７．片づけをする。 

８．感想を聞く。 

９．ごほうびマッサージを行う。 

 

○本時のめあてを伝える。 

 

 

○マット、平均台、跳び箱の運び

方に気を付けさせる。 

 ・マットは 4人で運ぶ。 

 ・マットの耳をしまう。 

 ・跳び箱は持ち手を持つ 

○きまりを確認する。 

 ・順番を守る。 

・自分の運動能力を考えて、コ

ースを選ぶ。 

・できそうにない場合は手助け

を求めてよい。 

○T２～５、介助員に児童の安全

管理と、それぞれの運動でお手

本となりうる児童を探しても

らう。 

○児童の手本をもとに動きのポ

イントを確認したり、きまりを

守れていることを具体的にほ

めたりする。 

 

○用具の運び方に気を付けるよ

う声掛けする。 

○疲れた部位をマッサージし、1

時間の中で使った部分を意識

させる。 

 

 

☆体つくり

運 動 に 進

ん で 取 り

組 ん で い

る。【観察】 

☆運動の順

番 や き ま

り を 守 っ

て い る 。

【観察】 

☆教師の手

本 を 参 考

にして、サ

ー キ ッ ト

運 動 の そ

れ ぞ れ の

動 き を 工

夫 す る こ

と が で き

る。【観察】 

☆サーキッ

ト 運 動 の

そ れ ぞ れ

の 動 き が

で き る 。

【観察】 

８ 参考文献 

 ・「体つくり運動」実践事例集 東京都教育庁指導部指導企画課 

 ・これだけは知っておきたい「体つくり運動」の基本 東洋館出版社 白旗和也 

 ・発達の気になる子の学校・家庭で楽しくできる 感覚統合あそび ナツメ社 川上康則 

けやきランドを楽しもう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す児童像 
食事の大切さが分かり、食生活を見直し

ながら、感謝の気持ちを表現する児童 
 

食育分科会 



 

食育分科会研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

       

 

 

 

 

 

                
         

                

 

 

                                     

  

 

 

 

【知ろう！】 

 

(低) 食べ物の名前を知る。 

 

(中) 栄養の働きと食事のマナーを知る。 

 

(高) 健康にとって、毎日の食事が大切であるこ

とを知る。 

 

 

【考えよう！】 

 

(低) 食べるものの働きを考える。 

 

(中) 自分の今までの食生活を見 

直す。 

 

(高) 健康と食事との関係につい 

て考える。 

 

【やってみよう！】 

 

(低) 何でも好き嫌いなく食べる。 

 

(中) 感謝の心をもちながら、食事 

のマナーを身に付ける。 

 

(高) 健康のことを考えて毎日の食生 

活を送るとともに、楽しい会食 

の計画を立てる。 

 

 

 

 

「食育」分科会 

学習のねらいの明確化 

 

研究主題 

「知ろう！考えよう！やってみよう！ ～健康教育を通して～」 

目指す児童像  

健康の大切さが分かり、健康な生活を目指す児童 
 

【食育分科会の目指す児童像】 

食事の大切さが分かり、食生活を見直しながら、感謝の気持ちを表現する児童 

 



 

１ 単元のねらい 

〈学習方法に関すること〉 

・給食調理の方や栄養士の方に話を聞き、給食ができるまでの過程や工夫を調べることができる。 

・給食調理の方や栄養士の方から聞いた話を自分なりにまとめたり、調理士の方に分からないことや

疑問に思ったことをインタビューしたりできる。 

〈自分自身に関すること〉 

・給食ができるまでの過程に関心をもち、自分の考えや感想をもちながら、自分で追究したい課題に

ついて進んで調べまとめることができる。 

・インタビューから、給食室の仕事の流れや作っている方の思いを知り、感謝の気持ちをもつことが

できる。 

〈他者や社会とのかかわりに関すること〉 

・給食調理の方や栄養士の方の話を聞いたり、インタビューしたりするなど、進んで交流することが

できる。 

・スタッフ交流給食やだんらん給食の内容を意欲的に考え、感謝の気持ちを行動にうつすことができ

る。また、給食だけではなく、家庭での食事に関心をもち、感謝の気持ちをもって楽しく食事する

ことができる。 

２ 単元の評価規準 

 

 総合的な学習の時間（食育） 『給食から見える世界』 

平成２７年６月２９日（月） 第４学年１組 指導者 島田就二      

  

 
単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

学習方法に 

関すること 

・給食室の１日について調べたいことを見つ

け、進んで調べることができる。             

・給食室の 1 日を理解し、分かったことや感

想を適切な方法で表すことができる。 

・給食ができるまでの過程や工夫に関心

をもち、進んで調べようとしている。 

・実際の給食室の 1 日を知ろうとし、ワ

ークシートにまとめようとしている。 

自分自身に 

関すること 

・給食ができるまでの過程に関心をもち、知

りたいことなどを進んで調べまとめるこ

とができる。  

・インタビューしたことから、給食室の仕事

の流れや思いを知り、感謝の気持ちをもつ

ことができる。  

・給食ができるまでの過程に関心をも

ち、自分の課題を進んで調べ、まとめ

ようとしている。 

・インタビューのまとめや栄養教諭の話

を基に、給食に関わる方々に対して感

謝の気持ちをもち、その思いを感想に

書こうとしている。 

他者や社会 

とのかかわ 

りに関する 

こと 

・インタビューすることを決め、積極的に話

したり聞いたりすることができる。 

・スタッフ交流やだんらん給食の内容を意欲

的に考え、感謝の気持ちを行動にうつすこ

とができる。 

・調理員に進んで質問したり、聞いたり

して調理士の思いを知ろうとしてい

る。 

・感謝の気持ちを進んで表現しようとし

ている。 



３ 単元設定の理由 

 学校給食は、食材の生産者や調理員、栄養士など多くの人々が心を込めて作ったものであることを理

解し、感謝の気持ちをもって残さず食べようとすることが重要である。しかし、実態を見てみると、毎

日食べられることが当たり前になっていて、心を込めた食事のあいさつができなかったり、給食を残し

てしまったりする児童がいる。また、食事の準備・片づけ等のマナーを守れていない児童もいる。この

ことから本単元を通して、自分たちが食べている給食には多くの人の苦労や思いがあることを理解し、

改めて給食を食べられることへの感謝の気持ちをもたせ、それを態度として表せるよう指導する。 

 

４ 児童の実態 

○児童の実態 

クラスの児童は３年生の時から給食をよく食べ、また残食が少ないクラスであった。４年生になって

もその点は基本的に変わっていない。「いただきます」の後に量を減らす児童は２・３名。「ごちそうさ

ま」の後に残って食べる児童は２～４名で、他の児童はほとんど残すことがない。 

しかし、食事のマナーについては多くの課題が見られる。給食前、手洗いなどの準備を早めに済ませ

ること、配膳まで静かに座って待つこと、食事中にふさわしい会話をするなどの約束を守れない児童も

いる。本単元を通して、マナーを含め、『食全体』に対する感謝の思いを強く意識し、その思いをしっ

かり表現できるようにさせたい。 

また、食材の３つの栄養素などの知識的な学習については、比較的意欲的に取り組む児童が多い。例

えば「こんにゃく」に対して、「畑のこんにゃくいもから作られているのに、イモと同じ栄養素ではな

いのですか？」と質問してくる児童も見られる。また、多くの児童が、食材も単一なグループ分けができな

いことに気付いている。 

○育てたい児童像 

「おいしい」「あったかい」「おかわり」等、食にまつわる言葉や「おたがいさま」「おすそ分け」等、

《食の精神》から生まれたと言える言葉から考えられることは、人間にとって食事をとることは、共生

する中で人格的な高まりを期待できる重要かつ日常的なふれ合いの場であることを示している。そうし

た意味でこの『給食から見える世界』の学習を、児童の人間的な成長を促す機会として大切にしたい。 

食のマナーについては、高学年に向けていろいろな角度から学ばせたい。食育の学習を重ねながら、

知識のつながりを広げ、食卓を囲んだ時に楽しく会話し、食事の準備や後片付けを進んでやろうとする

児童を育てたい。また、食事を作ることにも関心をもち、手伝いの行動を含め、さらに積極的になって

いってほしい。 

食事を作ってもらうことが“当たり前”という感覚のままで、ただ形式的に作った人に感謝するとい

うのではなく、いろいろな学習を重ねる中で、心から『ありがたく』思い、自然に感謝の思いを表して

いけるようになってほしい。 児童のこうした“当たり前”感覚からの意識転換を促すために、給食室

調理員の方々や栄養士にインタビューや質疑応答する機会をもつことは意義深い。知らなかったことを

知る知的な学習以上に、そうした方々と直接交流することによって、作っている人の思いが児童に伝わ

り、気持ちが通い合うことが可能になる。そのとき、児童の心に《本当の感謝》の気持ちが芽生えてく

るのではないかと期待している。 

 そして、できれば子供たちと話し合いながら、教室と給食室をつなぐ『声のおたより』を発行し、心

の交流が定期的に図られるようにしたい。また、本校でのランチランドを使った『だんらん給食』は、



地域の方や家族に感謝の気持ちを表す交流の場として、さらにマナーを学ぶ場として大きな意義があり、

食育の成果を発揮し表現する機会として十分に活用していきたい。そうした活動を繰り返すことが、家

庭で食事を作ってくれる家族への感謝の思いやそれに伴う行動につながってくるのではないかと考え

る。 

  

５ 主題に迫るための手だて 

（１）知ろう！ 

①資料の工夫 

給食室の一日流れを知るために仕事内容を時系列に沿ってまとめる。給食室の一日の仕事内容

を知り、調理員の「うれしいこと」「大変なこと」「工夫していること」を色分けした付箋に書

き、資料に貼ることで理解を深める。その資料を教室に掲示し、つねに給食に関する情報に触

れていくようにする。 

②ゲストティーチャーの活用 

栄養士や調理員が授業に入り、専門的な立場から指導することで、給食作りについて理解を深

める。 

（２）考えよう！ 

①学習過程の工夫 

第１次から４次で学習したことをもとに、スタッフ交流給食（児童と調理員さんが一緒に給食

を食べる）やだんらん給食（児童と保護者、地域の方が一緒に給食を食べる）で、感謝の気持

ちを表現できるように計画を立てる。 

②学習形態の工夫 

調理員や栄養士の話を聞いて気が付いたことを共有し、児童の問題意識を高めるためにグルー

プで話し合う。 

（３）やってみよう！ 

①感謝の気持ちを伝える 

給食室の方への感謝の気持ちを手紙に書く。感謝の手紙は、学期に１回書く。継続して取り組

むことで、感謝の気持ちを持ち続けられるようにする。 

②家庭との連携 

ワークシートに学習の記録に家庭からの通信欄を入れ、学校で行っている食育の指導について

各家庭に知らせ、保護者の理解と意識を高めていく。 

③お昼の放送 

    給食委員会の児童が毎日、その日の給食についての話をしている。栄養士の話から、その原稿

を作るために時間がかかっていること、しっかり聞くことで食への理解を深めることができる

ことを聞いた。それを踏まえ、さらに意欲をもって給食の放送を聞き、児童の「食」への興味・

関心を高めていく。 

 

 

 

 



６ 学習過程（５時間扱い）  【知】知ろう  【考】考えよう  【や】やってみよう 

時 ねらい 児童の主な活動 評価規準 

１ 

・給食ができるまでの過

程を知る。 

○給食ができるまでの過程を考え、理

解する。【知】 

・給食ができるまでの過程に

関心をもち、知ろうとする

ことができる。 （態度） 

２ 

・映像や写真から実際の

給食室の一日を知る。 

○実際の給食室の一日を理解し、自分

の考えを書く。【知】【考】 

・給食室の１日について調べ

たいことを見つけ、計画的

に調べることができる。 

（態度）           

・給食室の 1 日を理解し、感

想を適切な方法で表すこと

ができる。（思考・判断・表現） 

３ 

・インタビューすること

を決め、積極的に話す。 

 

○調理員さんにインタビューする。

【知】 

・インタビューすることを決

め、積極的に話したり聞い

たりすることができる。 

（態度） 

４
（
本
時
） 

・インタビューしたゲス

トティーチャーの話か

ら、給食室の仕事の流

れや思いを知り給食に

関わる人たちへの感謝

の気持ちをもつ。 

○インタビューしたことから、給食室

の仕事の流れや思いを知り、感謝の

手紙を書く。【考】 

・インタビューしたことから、

給食室の仕事の流れや思い

を知り、感謝の気持ちをも

つことができる。 

（思考・判断・表現） 

５ 

・スタッフ交流や、だん

らん給食の内容を考

え、感謝の気持ちを表

す。 

・自分の今後の生活にど

う生かしていくか考え

る。 

○だんらん、スタッフ給食に向けて計

画をたて、実施する。【や】 

 

○学んだことを行動としてどう表して

いくか考える。【や】【考】 

・スタッフ交流やだんらん給

食の内容を意欲的に考え、

感謝の気持ちを行動にうつ

すことができる。 （態度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【↑給食調理員さんに給食についてたくさんの質問をしました。】 



７ 本時の学習 （４/５） 

（１）本時のねらい 

  ○栄養士の話から、給食室の仕事の流れや思いを知って給食に関わる人たちへの感謝の気持ちをも

つ。 

（２）本時の展開 

時間 学 習 活 動 ○指導上の留意点 ☆評価 

10 分 

 

 

20 分 

１．前時にまとめた『給食室の１日』を 

見ながら、振り返りを行う。 

 

２．献立を考え、食材の発注をする栄養 

士の諏訪先生をゲストティーチャー

に迎え、話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

３．児童から栄養士へ質問する。 

  

 

 

４．調理員や栄養士からの話をもとに給 

食作りの大変さや感謝の気持ちなど 

を手紙に書く。 

 

 

 

 

５．発表する。 

○調理員の思いを付箋を見な

がら確かめさせる。 

 

○ワークシートにメモをし

ながら聞くように指導す

る。 

（内容） 

 ①メニュー 

 ②材料選び 

 ③注文について 

 ④毎日の給食作り 

 ⑤おたよりづくり 

 

○事前に用意した質問だけ

でなく、話を聞いて、新た

に気付いたことなども質

問させる。 

 

 

 

 

 

 

 

○感謝の気持ちを態度とし

て示すことまで書けてい

る児童がいれば優先的に

発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆インタビ

ューした

こ と か

ら、給食

室の仕事

の流れや

思いを知

り、感謝

の気持ち

をもつこ

とができ

る。【観

察・ワー

ク シ ー

ト】 

 



８ 資 料 （実際に授業で使用した掲示用資料やワークシートなど） 

①『給食室の１日』……給食室の１日の流れを作る 

②『食材の注文』……どれだけ前に注文するか／注文に関した苦労、悩み事、頑張っていることなど 

９ 成果と課題  

 

 

 

き・ゅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・給食室の一日の仕事内容やインタビュー内容を教室に掲示していたことで、児童が給食のこ

とを考える機会が増えた。 

・ゲストティーチャーの活用として、調理員へのインタビューや栄養士の話を通して、給食に

ついての理解を深めることができた。 

・学習過程の工夫として「だんらん計画」を活用した結果、だんらん給食を活用して、給食室

の方々に感謝の気持ちを表したいという児童の意欲が見られた。また、その様子から、保護

者の境南小学校の給食への理解も深まった。（アンケート参照）そのことから、だんらん給食

によって、給食に関わる人達に児童が感謝の思いを伝えられることや家庭とも連携すること

ができるということが明らかになった。 

 

 

 

 

課題 

・やってみよう！の感謝の気持ちを伝えるに関しては、感謝の手紙を書く指導だけでなく、児

童に他の感謝の表し方を考えさせても良かった。（例：おかわりを沢山する。食器をきれいに

片付ける。など） 

・全体的に「知ろう！」の活動が多くなってしまったため、児童が思考を深めたり、互いに交

流したりする活動が少なかった。 

・学校で行っている食育指導の理解のために、通信欄を入れたことに関しては、本単元を授業

で行っている時は、保護者も積極的に考えている様子が通信欄から見られたが、継続するこ

とに課題がある。 

 

 

 



 

１ 単元のねらい 

野菜の名前や種類を知り、野菜に親しみをもち、健康のために好き嫌いせずに野菜をしっかり食べ

ようとする意欲をもつ。 

２ 単元の評価規準 

 

３ 単元設定の理由 

 児童は、小さい頃から「野菜は体に良い」「野菜を食べなさい」ということを何度も言われてきてい

る。しかし、野菜を食べる大切さを頭では何となく分かっていても、味や見た目から自分から進んで食

べようとしない児童も多い。児童は、甘いもの、しょっぱいものが好きで、野菜の苦みや渋みはどうし

ても好きになれないようだ。ただ単に「野菜は体に良いのだから食べなさい。」と言うだけでは、野菜

嫌いの児童はなかなか食べるようにならない。 

しかし一方で、日々様々な新しいことを吸収していく１年生は、「好き」も「きらい」もちょっとし

たきっかけで左右されることがある。「野菜が嫌い」という理由も、過去の一度か二度の経験から来る

負のイメージによるところが大きいと思われる。本単元では、まず、多くの野菜を見て、触れて、いろ

いろな情報を知ることで、「そうなんだ」「何だか気になる」という野菜に対する興味をもたせたい。そ

 学級活動（食育） 『やさいすきすきだいさくせん！』  
平成２７年９月１０日（木） 第１学年１組 指導者 林有里子      

 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

関心

意欲 

・野菜の種類（食べている部分が根、茎、葉、

実、花…のどこかによって分類）に関心を

もち、野菜を進んで食べようとする意欲を

もつ。 

・活動に進んで参加し、野菜に興味・関心をもっ

ている。 

・好き嫌いせずに野菜を進んで食べようとする意

欲をもっている。 

思考

判断

実践 

・野菜の種類とその特徴について考える。 

・野菜を食べる良さについて考える。 

・家庭や学校給食で、進んで野菜を食べよう

と実践する。 

 

・実物の野菜に触れながらその特徴に気付き、野

菜のどの部分を食べるかによって仲間分けし

ている。 

・野菜を食べると体にどんな良いことがあるのか

を自分なりに予想している。 

・野菜を食べることについて自分なりのめあてを

もち、「やさいたべたよ カレンダー」に記録

することを通じて進んで野菜を食べようとし

ている。 

知識

理解 

・給食には多くの野菜が使われていることを

知る。 

・主な野菜の名前とどの部分を食べているか

を知る。 

・野菜が身体に良いことを知る。 

・実際に給食に出された野菜について名前や特徴

を知る。 

・野菜の特徴から仲間分けの仕方を知る。 

・野菜を食べると体にどんな良いことがあるのか

を知る。 



して、野菜を食べると体にどんな良いことがあるのかを分かりやすく示し、野菜が自分の健康な生活の

ために欠くことのできないものであることを具体的に理解することで食べる意欲につなげたい。それを

続けることでいつしか嫌いだった野菜も食べられるようになり、やがて「好き」という感情に結び付い

ていくのではないかと考える。 

児童は、普段何気なく食事をとっているため、毎日の献立に使われている野菜の名前や種類などを意

識せずに過ごしている。児童にとって身近な毎日の給食にどんな野菜が使われているか、それらの野菜

はどこを食べていて、体の中でどんな働きをするのか、日頃から教室や家庭でそうした話題に触れるこ

とでもっと野菜に興味をもたせたいと考える。そして苦手な野菜を減らし何でも食べられるようになっ

てほしい。そのような願いを込めて本単元を設定した。 

 

４ 児童の実態 

○児童の実態 

入学当初は、好き嫌いが多く、時間内に完食する児童は少なかった。しかし、自分で量を考え、時間

内に食べきるというめあてを決めてからは、残さず食べる児童が増えてきた。その一方で、初めから野

菜を減らす児童が多くみられ、野菜への苦手意識が強い児童が多いことが分かってきた。 

食に関するアンケートの結果、嫌いな野菜として下記のものがあがった。 

 

 

 

 

一部を除けば、日々の献立によく使われている野菜ばかりであるが、給食の様子を見ている限りでは、

食べることに苦労している様子はない。しかし、野菜の多く入った献立になると、減らしたり、残した

りする子がいつもより増える。「おいしくなさそう」というイメージが働き、がんばって食べてみよう

とは思わないのだろう。 

○育てたい児童像 

少しでも野菜を知り、興味をもたせるために、１学期の後半から、「今日の野菜な～んだ？」という時

間を給食の時間に設定し、その日の献立に入っている野菜の実物を児童に見せることによって興味を喚

起している。また、この単元で野菜を実際に触って仲間分けをしたり、野菜を食べる良さを知ったりし

て関心をもち、食べてみようとする児童を目指す。 

 

５ 主題に迫るための手だて 

（１）知ろう！ 

①教材の工夫 

  ・食べている部分を当てるゲームなど、児童が興味・関心をもちながら知識を得られるように

する。 

  ・実生活との関連を意識し、授業内容を身近に感じさせるために、授業日当日に給食で使用さ

れた野菜やアンケートで苦手な野菜として多くの児童が挙げた野菜を使用する。 

（２）考えよう！ 

①具体的資料の活用 

ゴーヤ、パプリカ、キャベツ、トマト、じゃがいも、かぼちゃ、ブロッコリー、グリンピース、とうもろ

こし、うど、なす、おくら、ピーマン、れんこん、ごぼう、アボカド、みょうが、玉ねぎ、長ネギ、ニンジ

ン、青大豆、きのこ、パクチー 

 



ふだん食べている野菜のどの部分を自分たちが食べているのかを、実際の野菜を直接見たり、

触ったり、臭いをかいだりしながら考えさせる。 

②学習形態の工夫 

野菜のどの部分を食べているのかを考える際に、児童の問題意識を高め、考えを深めさせるた

めにグループで話し合う。 

（３）やってみよう！ 

①好き嫌いなく食べることの日常化 

  野菜を食べる良さを知り、野菜に対する興味や関心が高まった中で、学習したことを日常の生

活に結び付ける手だてとして「やさいたべたよ カレンダー」を活用する。また、ふだんの給

食でも「今日の野菜コーナー」として野菜を紹介し、本単元で学んだことを想起させる。 

②家庭との連携 

    ・家庭でも野菜を食べているかを保護者と児童が「やさいたべたよ カレンダー」を使って一

緒にチェックすることで、保護者の意識も高める。  

    ・食に関するアンケート調査結果を保護者会で提示し、情報共有することを通して、健康教育

に対して保護者に理解をしてもらうだけでなく、保護者同士の共通理解も図る。 

 

６ 学習過程（１時間扱い）     【知】知ろう  【考】考えよう  【や】やってみよう 

  →２年生の総合的な学習の時間「野菜を育てよう」につなげる 

時 ねらい 児童の主な活動 評価規準 

１
（
本
時
） 

・野菜に対する興味や

親しみをもつことが

できる。 

○今日の給食の献立に入っていた野菜を思

い出し、野菜を触ってみる。【知】 

○野菜のどこを食べているのかグループで

相談する。【考】 

・野菜に対する興味や

親しみをもち、感想

に表すことができ

る。 （発言・態度） 

・給食に使われている

野菜に気付いてい

る。   （発言） 

朝
の
会
・
帰
り
の
会 

・野菜を食べるとどん

な良いことがあるか

知り、健康のために

好き嫌いせずに野菜

をしっかり食べよう

とする意欲をもつ。 

○野菜がどうして身体に良いのかを知る。

【知】 

○野菜を食べることについて自分なりのめ

あてをもつ。【考】 

○「やさいたべたよ カレンダー」のやり

方を知る。【知】 

（→家庭での実践へとつなげる。） 

・野菜を食べる良さに

ついて考えている。 

（態度） 

事
後 

（
給
食
の
時
間
） 

・給食に登場する野菜

の名前を知り、残さ

ず食べようとする。 

○今日の献立の中の野菜から一つを選び、

実物を見せ、何の野菜で、どの献立に入

っているか考える。【考】 

○その野菜を食べた感想を言う。【や】 

・「カレンダー」に記

録することを通じ

て進んで野菜を食

べようとしている。 

（態度） 



７ 本時の学習 （１/１） 

（１）本時のねらい 

  ○いろいろな野菜を知り、野菜に対する興味・関心を高めるようにする。 

（２）本時の展開 

時間 学 習 活 動 ○指導上の留意事項 ☆評価 

12 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．今日の給食の献立に入っていた野菜を

思い出す。 

・鶏牛蒡ご飯→ごぼう、にんじん 

・もずく澄まし汁→大根、小松菜、長ネギ 

・イカの唐揚げねぎソース→長ネギ 

・温野菜→キャベツ、もやし、人参、いん

げん 

・ヨーグルト 

 

 

 

 

 

 

２．野菜のどこを食べているのかグループ

で相談しながら考え、ワークシートに

書く。 

☆実を食べる野菜・・・なす、ぴいまん 

☆茎を食べる野菜・・・★たけのこ、あす

ぱらがす 

☆根っこを食べる野菜・・・★ごぼう 

★にんじん 

☆葉を食べる野菜・・・★こまつな、 

★きゃべつ 

★は今日の給食に使われている野菜 

 

 

 

 

 

 

 

 

○給食の写真を用意しておき、見せな

がら予想させる。 

○正解が出たら、献立と結び付けて、

野菜の絵を児童に黒板に貼らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事前にトマトの絵で、「根、茎、葉、

実」はどの部分か簡単に説明する。 

○ワークシートを用意して考えさせ

る。（時間がきたら、班ごとにおい

てある野菜を次の班に回す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆給食に使わ

れている野

菜に気付い

て い る 。 

（発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆野菜に関心

をもって活

動 し て い

る。 

（発言、態度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日の給食のメニューを掲示して、そ

の材料の野菜を思い出しながら貼っ

ていく作業を行いました。児童はよく

覚えていて全部正解でした。 

班で相談しながら、実物の野菜に直接触れることで児童は感触

を確かめながら、生き生きと活動することができました。 

ひげがはえているから、きっ

と根っこだね。 

ごぼうには土がついているか

ら根っこだと思うよ。 

温野菜にはキャベツや

にんじん、いんげんも入

っていたよ。 

キャベツには

白いすじがあ

るから葉っぱ

かな？ 



5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

３．答え合わせをする。 

 

（時間があれば、ブロッコリーと玉ねぎを

問題で出す。） 

 

 

 

 

 

 

 

４．本時を振り返り、一言感想を書く。 

５．自分が毎日どんな野菜を食べている

か、「やさいたべたよ カレンダー」

に取り組むことを知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○長机を用意して、野菜を動かしなが

ら仲間わけの正解が確認できるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆色々な野菜

を知り、興

味をもって

いる。（ワー

クシート） 

 

 

 

 

 

 

 

え、にんじんはくきだと

思っていた。根っこなん

だ。 

答え合わせをするたびに歓声が

上がります。ほとんどの班は正解

でしたが、中には意外なものもあ

ったようです。 

まだ書くことに慣れていない１年生ですが、楽しい活

動の後で一生懸命に感想を書くことができました。 

最後は担任の先生の「これからも野菜を食べるぞ～！」

という掛け声に、大きな声で「オー！」と答えて授業

を終えました。 

いろいろなやさいのことが

わかって楽しかったです。 

これからもやさいのことを

しらべてみたいです。 

準備・・・給食の写真、野菜（なす、ピーマン、たけのこ、アスパラガス、ごぼう、にんじん、

こまつな、キャベツ、ブロッコリー、玉ねぎ 各２つずつ）、仲間わけワークシート、

拡大したワークシート、長机、野菜を入れるバット、トマトの絵 

 



８ 資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑当日使った野菜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教室の掲示（１日に１つの野菜を取り上げて話題にする「きょうのやさいなーんだ？」のコーナー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・今日の給食に出た野菜の名前を児童がすぐに言い当てることができた。そのことからも今日

の野菜コーナーなどの、日頃からの指導が生きていることを感じた。 

・具体的資料の活用として、実物の野菜を用意した。それを、直接見たり、触ったりしたこと

で、児童が重さ、色、におい、手触りなど、あらゆる観点から考え、根拠をもって答えを出

そうとすることができた。 

・グループで話し合う活動を取り入れたことで、児童同士が活発に意見を出し合い、互いの思

考を深めることができた。 

 

 

課題 

・用意する野菜を畑から採られた状態や土がついたものなどを用意すると、さらに広い観点で

児童が考えたかもしれない。 

・学習の形態の工夫として、答えを発表する時に、どうしてその答えを導きだしたか理由を言

わせても良かった。また、グループ同士、意見を共有する機会を与えても良かった。 

・今回の授業を通じて、日常的・継続的な指導の大切さをあらためて実感したが、それらを学

年や学校全体で共有し、系統的な実践につなげていく道筋を十分検討する必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す児童像 
健康の大切さが分かり、日常生活に生か

そうとする児童 

保健分科会 



 

保健分科会研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

                
         

                

 

 

                                     

  

 

 
 

 

 

【知ろう！】 

(低) 体を清潔にする大切さを知る。 

 

(中) 健康的な生活環境を知る。 

 

(高) 自己の生活に即して、健康で安全に過ごす方法を認

識する。 

 

【考えよう！】 

 
(低) 効果的に体を清潔にする方法

を考える。 

 

(中) 生活環境の整え方を考える。 

  

(高) 長期的な視点で、健康で安全

な生活の改善策を考える。 

 

 

【やってみよう！】 

 
(低) 体を清潔にする。 

 

(中) 生活のリズムを整える。 

 

(高) 健康で安全に過ごすために、自

分なりの工夫を実践する。 

 「保健」分科会 

学習のねらいの明確

化 

研究主題 

目指す児童像  

健康の大切さが分かり、健康な生活を目指す児童 
 

【保健分科会の目指す児童像】 

健康の大切さが分かり、日常生活に生かそうとする児童 

 



 

１ 単元のねらい 

〇自分の歯を大切にする気持ちをもち、今の自分にできることを考える。 

〇歯の健康と、噛むこととの関わりを知り、よく噛むことの大切さを理解する。 

○よく噛む習慣を身に付けるための活動に学級で取り組み、よく噛むことを習慣付ける。 

 

２ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

健康で安全な生

活への関心・意

欲・態度 

・歯を健康に保つことと良く噛むことの

関連に関心をもち、意欲的に日常の生

活や学習に取り組もうとしている。 

・よく噛むことの重要性に気付き、積極的 

に活動に取り組んでいる。 

・家庭で実践する手だてを考えてワークシ

ートに書いている。 

健康で安全な生

活への思考・判

断・実践 

・普段の自分の噛む回数や歯の健康につ

いて話し合い、自分に合ったよりよい

解決方法などについて考え、実践して

いる。 

・よく噛むために考えた手だてを実践して

いる。 

健康で安全な生

活についての知

識・理解 

・よりよい生活のために噛むことが大切

なことやその学習の仕方などについて

理解している。 

・「噛むこと」の働きについて理解する。 

・よく噛むことを習慣付けることの大切 

 さを理解している。 

 

３ 単元設定の理由 

乳歯から永久歯への生え変わりは 6 歳ごろから 12 歳ごろとされ、小学校中学年は乳歯と永久歯が混

在する時期である。大きさの異なる歯が混在するこの時期は、歯磨きが難しくむし歯になりやすいと言

われている。本学級においては、アンケート結果から、歯磨きについての意識は高く、多くの家庭の協

力も得られている。その一方で、噛むことに対する児童自身の自己評価と、担任が捉える実態の間には

ギャップが見られる。 

 『「生きる力」をはぐくむ学校での歯・口の健康づくり』（平成２３年 文部科学省）では、歯・口の

健康づくりには、歯磨きだけでなく食生活や生活習慣も重要であるとされ、食事・間食指導のポイント

として、（１）間食を上手にとる （２）食事をしっかりとる  （３）よく噛んで、味わって食べる 

の3点が挙げられている。そのうち、学校生活の中で取り組め家庭でも還元できること、児童自身が生

活の中で意識して取り組めることとして、（３）の噛むことに焦点を当てた指導を行いたいと考えた。 

 

 

 

 学級活動（保健）『かむかむ大作戦』 

平成２７年７月１日（水） 第３学年２組 指導者 田中悠貴       



４ 児童の実態 

○児童の実態 

歯科医による定期健診を受けている児童は、３７名中２４名と多い。しかし、実際に個別に話を聞く

と定期的に行っている児童はアンケート時より少ない。その理由としては習い事の増加と家族の多忙さ

が考えられる。いくつもの習い事を掛け持ちしているので、歯医者に行く時間がない。また、家族の帰

宅が遅くなることで受診することが難しい状況である。 

歯磨きに関しては夜に丁寧に磨く児童が朝よりも８名多い。さらにお家の人からの仕上げ磨きをする

児童は３７名中２１名おり、家庭でも歯に関して取り組んでいることがわかる。 

よく噛むことに関しては３７名中３０名の児童がよくかんでいると回答している。しかし、普段の給

食時間中に水を飲みにいく児童が多い。また１０分以内で給食を終える児童も見られ、児童の中で「よ

く噛む」という意識に違いがみられる。 

○育てたい児童像 

歯磨きや歯医者に行くだけが歯を大切にする行為ではなく、普段から何気なく行っている「噛む」と

いう行為が歯を大切にすることを知り、進んで噛む行為を行う児童を目指す。 

また、本単元では、「よく噛む」ということを「粒がなくなるまで形状を変化させること」と定義し、

児童にそのことを認識させ、日々の生活の中で食事の際は意識して「よく噛む」という態度を養うこと

を目指す。 

 

５ 主題に迫るための手だて 

（１）知ろう！ 

①視覚的教材の活用 

永久歯が揃っている場合と、乳歯や永久歯が混在したり抜けている歯があったりする場合の噛み

合わせの違いを知るために、歯の噛み合わせを比較できるイラストを提示する。 

②歯科検診を活用した教材の工夫 

今の自分の歯の状態を知るために、歯科検診の結果から児童一人一人の乳歯や永久歯、抜けてい

る歯をイラストで表したプリントを配布する。 

（２）考えよう！ 

①アンケートの実施 

   事前に児童へ歯に関するアンケートを取り、集計結果を提示し、現状把握をさせることで、児童

自身が生活環境を整えようと考えるきっかけ作りを行う。 

②体験的な活動を取り入れた気付き 

よく噛むと食べ物の形状はどのように変化するのかを考えるために、ご飯一口分をビニル袋に入

れ、手で潰す活動を通して視覚的に分かるようにする。 

③学習形態の工夫 

授業での気付きを増やし、学習意欲を高めるために、ご飯をよく噛んで気付いたこと、よく噛む

ために日常生活の中でできることについてワークシートに書き込む。それをもとにグループで互

いの考えを伝え合い、次に学級全体で話し合いをしてさまざまな考えを共有できるようにする。 

 

 



（３）やってみよう！ 

①体験的な活動を取り入れた意識付け 

｢よく噛む｣ということをより理解できるように、ご飯をビニル袋に入れ手で潰す活動の後、実際

にご飯一口分をよく噛み、口の中のご飯の形状が変わっていく様子を鏡で見ながら体感させる。 

  ②よく噛むことの日常化 

クラスで考えたよく噛むための方法を給食時に実際に行うことで、意識しながら継続的に取り組

ませ、習慣化できるようにする。 

③家庭との連携 

学校で記入したワークシートを家庭に持ち帰り、保護者からもコメントを書いていただくこと

で学校での取組を理解していただき、家庭でもよく噛むことを意識して食事することを協力し

ていただく。 

６ 学習過程（５時間扱い） 【知】知ろう 【考】考えよう 【や】やってみよう 

時 ねらい 児童の主な活動 評価規準 

１
（
本
時
） 

「かむかむ大作せん

（１）」 

・噛むことの大切さを知

り、ものをよく噛むと

いうことについて理解

を深める。 

○歯を長生きするためにでき

る手だてを知る。【知】 

○よく噛むとはどういうこと

かを考える。【考】 

○噛むことで食べ物の形状が

変化することを実感する。

【や】 

・よく噛むことを習慣付けること 

の大切さを理解している。 

        （知識・理解） 

・よく噛むことのよさについて考

えながら体験している。 

（思考・判断・実践） 

２ 

「 かむかむ大作せん

（２）」 

・「よく噛む」ことを習慣

付ける意識をもつ。 

○よく噛むことを皆に習慣付

けるためにとれる手だてを

知り、実行する計画を立て

る。【や】 

・よく噛むことの重要性に気付き、

積極的に活動に取り組んでい

る。（関心・意欲・態度） 

・よく噛むために考えた手だてを

実践している。（思考・判断・実践） 

給
食 

・クラスで考えたよく噛

むための手だてを実践

してみる。 

○給食中にかむかむタイム（３

分間黙ってよく噛むことを

意識する）を実践する。 

○給食の献立の中で硬い献立

や食材を係が発表して特に

よく噛むものを意識する。 

・よく噛むために考えた手だてを

実践している。 

（思考・判断・実践） 

家
庭 

・考えた手だてを家でも

話し、食事の時に実践

してみる。（反省、感想

などを書く） 

・かむかむタイムを実践する。 

 

留意点 

・学習を振り返って書いたワーク

シートに、保護者の方からのコ

メントを入れていただき、家庭

での意識付けに繋げる。 

事
後 実践したことを振り返り、よく噛むことについて自ら評価する。 



７ 本時の学習 （１／２） 

（１）本時のねらい 

  ○噛むことの大切さを知り、ものをよく噛むということについて理解を深める。 

（２）本時の展開 

時間 学習活動 ○指導上の留意事項 ☆評価 

７分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３分 

 

 

 

 

 

 

 

１３分 

 

 

 

 

 

 

４分 

 

 

５分 

１．歯について知る。 

・歯には乳歯と永久歯がある。 

・乳歯・永久歯の特徴を知る。 

・今の自分は乳歯と永久歯のどち 

 らが多いのか知る。 

 

２．自分の歯について知る。 

・児童一人一人の歯の状況を知る。 

・鏡で自分の歯の乳歯と永久歯を 

見比べる。 

・今の口の中の状態でなぜ、よく 

噛むことが求められるのか知る。 

 

 

３．「よく噛む」ということを体感 

する。 

①視覚で感じる。   

 ご飯一口分と少量の水が入っ

たビニル袋を手で潰し、噛むこ

との疑似体験をして形状が変

わる様子を観察する。 

 

②実際にご飯一口を口に入れ、よ

く噛む。   

 

 

 

 

 

４．実際によく噛んでみて気付いた 

ことを発表する。 

 

５．本時を振り返り、感想を書く。 

○児童の実体験を想起させる。 

 

○視覚資料を見せる。 

 

 

○教材を配る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○事前にご飯一口分を人数分ビ

ニル袋に分けておき、配布する。 

○形状をよく見るように言葉が

けする。 

○事前にご飯一口分を人数分ラ

ップに分けておき、配布する。 

○鏡を配布する。 

○ラップはすぐに回収する。 

○口の中を確認する際、鏡はご飯

が落ちないよう、持つことを言

葉がけする。 

○口腔内の形状を適宜鏡で確認 

し、視覚で押さえた形状に 

近付いたか確認するよう言 

葉がけする。 

 

 

 

○感想の中に、これから取り 

入れていきたいことを書く 

ように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆よく噛むことのよ

さについて考えな

がら体験してい

る。【観察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鏡を使って、大きい歯と

小さい歯が混在している

様子を確認しました。 

手でお米を潰し、「よ

くかむとはおかゆ状

になる」ということ

を指先の感覚と視覚

で確認しました。 

友達の発表を聞いた

後、感想を記入しまし

た。 



○ご飯が入ったビニル袋を回収

する。 

☆よく噛むことを習

慣づけることの大

切さを理解してい

る。 

【観察・ワークシート】 

 

８ 資 料 （実際に授業で使用した掲示用資料やワークシートなど） 

①『歯ならび表』・・・歯科検診の結果をもとにした一人ひとりの永久歯・乳歯の表 

②『かむかむ大作せん！』・・・学習の感想や保護者からのコメントを記入するワークシート 

③『歯に関する調査』・・・実態を把握するための事前調査 

 

 

 

 

担任が児童の給食の様子を観察

していると、おしゃべりが多い、

よく水を飲みに行く、早食いをし

ている、という実態がありまし

た。 

しかし、アンケートの結果、「よ

くかんでいる」と答えた児童が多

かったです。 

もしかすると、児童はよくかめて

いないのに「よくかんでいる」と

思っているのではないのでしょ

うか？ 

 

「よくかんでいる」ということはどういうことなの

か、指導するきっかけとなったデータです。 

潰し具合のいいお米の浸水

時間の検討。結果、３時間

の時間を選択しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 成果と課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・歯科検診を活用し、作成した歯並び表は、自分の歯の状態を理解するのにとても有効であり、よ

くかむことの大切さを、身をもって実感することにつながる教材であった。 

・よく噛むために児童同士が声を掛け合い、噛むことを意識し合っている様子が給食中に見られた。 

・具体物を使って体験的な活動を行ったことは、よくかむことを視覚的にとらえることができ、理

解が深まった。 

・ワークシートを家庭にも持ち帰り、コメントを書いていただいたことで、噛むことの大切さを保

護者の方にも啓発できた。学習したことを家庭でも取り組んでもらえる様子がワークシートから

見て取れた。 

 

 

 

課題 

・実際に口に入れる活動は衛生上よいのか、また、食べ物を大切にする観点でお米を潰すという活

動がよいのか事前にもう少し検討しておくべきだった。 

・よくかむことだけでなく、かむことの良さを考えさせても良かった。 

・学級活動で２時間とるのは多すぎた。時数を考えるべきであった。 

・プレゼンテンションソフトを使った教材は、児童の興味を引くことができたのでよかったが、画

面が変わっても大切なことを想起できるように、キーワードを板書して残しておく必要があった。 

・家庭への啓発が一部に留まってしまった。 

 

視聴覚教材を活用し、わかり

やすく指導しました。 

←この歯、動きます。 

指先で潰したお米と、口

の中でかんだお米の状態

が同じになりました。 

歯ならび表は保健分

科会の担当者が色塗

り。歯式の読み方も勉

強になりました。 

導入時、歯科検診の結果を元に、自

分の口の中に関心をもたせました。 

授業後、歯科校医さんが生えか

わり時期の歯学模型を使用し、

咀嚼効率の話をしてください

ました。 



 

１ 単元のねらい 

○手洗いの大切さを実感し、ていねいに手を洗おうとする意欲をもつ。      

○自分自身の生活体験や、実際の手洗い体験をもとに、自分なりのめあてを決めて取り組む。 

○自分自身の手の洗い方を振り返り、これからどんな手の洗い方をすればいいのかが分かり、実践す

ることができる。。 

 

２ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

健康で安全な生活へ

の関心・意欲・態度 

・手洗いの大切さを実感し、ていねいに

手を洗おうとする意欲をもつことが

できる。 

・手順を確認しながら意欲的に手洗い

をしている。 

健康で安全な生活へ

の思考・判断・実践 

・学んだことから、手を清潔にするため

のめあてを自分で決め、実践してい

る。 

・自分なりの手洗いのめあてを書いて

いる。 

・自分が決めためあてに沿って手洗い

に取り組んでいる。 

健康で安全な生活に

ついての知識・理解 

・自分自身の手の洗い方を振り返り、こ

れからどんな手の洗い方をすればい

いのかが分かる。 

・手洗いのポイントをおさえて洗って

いる。 

 

３ 単元設定の理由 

児童にとって手洗いは、学校内外を問わず取り組める、また身につける必要のある重要な基本的生活

習慣の１つである。体育や休み時間の後や給食の前など手洗いが必要となる場面は多く、一人一人の手

洗いの様子を細かく観察すると、洗い方や拭き方は形式的な行動にとどまっている児童も多く、手洗い

が大切であることが分かり、自分から実践しようとするところまでは至っていない。 

そこで本単元では、「なぜ手洗いをするのか」「どのように手洗いをすればよいのか」を知ることで、

手洗いの大切さに気付き、自分で目標を立てて取り組めるようにすることを重視した。それによって、

日常生活の中で手洗いを進んで実践できるようにすることを目指し、本単元を設定した。 

 

４ 児童の実態 

○児童の実態 

７月中旬に児童の手洗いの様子をビデオで記録したり、実際に児童の手洗いの状況を見たりして、児

童の実態を把握した。よく見てみると、石鹸を使わず水で濡らしただけで終わる児童や手のひらだけを

こすって終わる児童など、洗い方が十分ではなかったり、せっかく洗ってもきれいなハンカチで拭かな

かったりする姿も見られる。このような姿から、多くの児童は手洗いが大切であることを漠然と知って
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はいるが、日々繰り返される日常生活の中できちんと手を洗うという行為が次第に怠りがちになってい

くことが見て取れた。そうなる原因として①手をきれいに洗わなくてもすぐに問題が起こらず必要性を

感じない②汚れや病原菌などが目に見えないので実感しにくい③手をきれいに洗わないと、どうなるの

か、具体的に分からないなどが考えられる。 

○育てたい児童像 

 手洗い前の手から採取したばい菌を寒天培地で培養し、目に見えないばい菌を可視化させて提示する

ことで、普段は目に見えない「ばい菌」を知ることができる。また、この「ばい菌」が体内に入ってし

まったら、人の体はどうなってしまうのかを児童に考えさせる。これにより、手洗いをなぜしないとい

けないのか児童一人一人が実感できるようにする。さらに、基本的な手洗いの仕方を例示し、実際に手

洗い場で体験する機会を設けることで、今後自分がどのように洗えばよいのか自己決定し、実践できる

児童の育成を目指す。 

  

５ 主題に迫るための手だて 

（１）知ろう！ 

  ①視覚的教材の活用 

   目に見えない「ばい菌」を寒天培地を用いて培養し、視覚的に捉えさせる。 

  ②電子黒板を活用した教材 

   手洗いの見本として、「あわあわ博士」というキャラクターを使った映像を電子黒板で流し、手 

洗いの仕方を具体的に理解できるようにする。 

（２）考えよう！  

  ①学習過程の工夫 

   学級の朝の時間を活用し、１日の中で体のどこの部分をよく洗うのかを考えたり、学校生活の中 

でどんな時に手を洗うのかを考えたりして興味を深める。 

  ②学習活動の工夫 

   手洗い前に１番汚れていると思うところを予想させてから、実際に寒天培地で培養した手のばい 

菌を見て自分の予想と比べる活動や、ばい菌が体内に入ってしまうとどうなるのかを今までの生 

活経を振り返り、ペア学習で考えさせる。 

（３）やってみよう！ 

  ①体験的な活動を取り入れた学習活動 

   電子黒板に登場する「あわあわ博士」の手洗い映像を活用し、児童は教室で手洗いの模擬体験を 

する。そして、手洗い場へ移動し、水道を使って手洗いを体験する。 

  ②手を洗うことの日常化を図る工夫 

   １週間、手をきれいに洗う実践に取り組む。具体的には、中休み後・給食前に手をきれいに洗う 

ことができたのかを自己チェックさせる。手をきれいに洗うことができたら、表にシールをはる。 

教室に表を提示し、児童自身がどれくらい実践できているのかを把握する。 

  ③家庭との連携 

    学校で実践した手洗いの仕方を学級通信を通して家庭に伝え、学習内容の共通理解を促し、家

庭でも手をきれいに洗う習慣が身に付くように連携を図る。 

 



６ 学習過程（１時間扱い）   【知】知ろう  【考】考えよう  【や】やってみよう 

 ねらい 児童の主な活動 評価規準 

学
級
（
朝
の
会
） 

・自分の体の中で「きれ

い」「きたない」と思

う場所を考え、手はど

れだけ汚れているの

か考える。 

○絵本の読み聞かせを聞いて、清潔

にすることの良さを知る。【知】 

○クイズを通して、手は、どんな時

に洗うのかを考える。【考】 

 

 

１
（
本
時
） 

「きれいかな？ 

ぼく・わたしの て」 

・手には目に見えないば

い菌がついているこ

とを知り、手洗いの大

切さに気付き、手を清

潔にするためのめあ

てを自己決定するこ

とができる。 

○手の中で汚れている部分を予想

する。【考】 

○正しい手洗いの仕方を知る。【知】 

○手洗いのめあてを自己決定する。

【考】 

・手には、たくさんのばい

菌が付いていることを知

る。   （知識・理解） 

・手洗いのポイントを意識

して洗っている。 

（知識・理解） 

・自分なりの手洗いのめあ

てを書いている。 

（思考・判断・実践） 

学
級 

・手洗いのポイントを学

校で実践する。 

 

○１週間、手をきれいに洗う（中休

み後・給食前）。手を洗ったら、

手洗いチェックシートに自分で

シールを貼る。【や】 

・手順を確認しながら継続

的に手洗いをしている。 

（関心・意欲・態度） 

・自分が決めためあてに沿

って手洗いに取り組んで

いる。（思考・判断・実践） 

 家
庭 

・手洗いのポイントを家

庭にも知らせ、共有

し、家庭でも実践す

る。 

 

○学級通信を保護者と一緒に読み、

家庭でも正しい手洗いの仕方を

行う。【や】 

○保護者と一緒に手洗いについて

考える。【考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 本時の学習 

（１）本時のねらい 

○手には目に見えないばい菌がついていることを知り、手洗いの大切さに気付き、手を清潔にする

ためのめあてを自己決定することができる。 

（２）本時の展開 

時間 学習活動 ○指導上の留意事項 ☆評価 

5 分 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 分 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

3 分 

１．手の平で目に見えないばい菌が

付いていそうなところを考え

る。 

２．手洗い前の手から採取した寒天

培地を見て、どんな所にばい菌

が付いているかや気付いたこ

とを発表する。 

 

 

 

３．もし「ばいきん」が体内に入っ

てしまうととどうなるのかを

考える。 

 

 

４．手のひらのばい菌を体内に入れ

ないためにはどうすれば良い

かを考える。 

５．「あわあわ博士」から手洗いの

仕方を知る。 

①映像を見ながらその場で手の

洗い方をまねる。 

②洗い方のポイントを知る。 

③実際に手洗い場に行き、手を洗

う。 

 

６．今後の手の洗い方のめあてをワ

ークシートに書く。 

 

 

 

７．決めためあてを発表する。 

○手形が描かれたワークシートを配布

し、一番汚れている箇所を予想させ、

色鉛筆で色を塗らせる。 

○事前に採取したばい菌の寒天培地 

（手洗い前）を提示する。 

○特に手のどの箇所にばい 

菌がついているかを確認 

する。 

 

 

○予想が出にくい児童には、 

「手にばい菌が付いたまま、食べ物を

食べたらどうなる」と、状況を想起

させる。 

 

○事前に採取したばい菌の寒天培地

（手洗い後①水のみ②石鹸あり）を

提示する。 

○「あわあわ博士に手洗いの 

仕方を教えてもらおう」と 

呼びかけ、手の洗い方の映 

像を電子黒板で提示する。 

○手洗い場に手の洗い方のイ 

ラストを掲示し、ポイント 

を意識して手洗いさせる。 

 

○ワークシートを配布する。 

○今までの自分の手洗いの仕方につい

て振り返らせたり、手洗いするタイ

ミングを考えさせたりする。 

 

○児童一人一人の自己決定を認め、称

賛して実践への意欲を高める言葉が

けをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆手には、たく

さんのばい菌

が付いている

ことを知る。

【観察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆手洗いのポイ

ントを意識し

て洗ってい

る。【観察】 

 

☆自分なりの手

洗いのめあて

を書いてい

る。【観察・ワ

ークシート】 

手をみつめなが

ら汚れがつきや

すいところを予

想しました。 

手洗い場に行っ

て、実際に手を

洗いました。 



８ 資 料 （実際に授業で使用した掲示用資料やワークシートなど） 

 ①『きれいかな？ぼく・わたしのて』…児童に手のよごれがどこについているのかを予想させ、授業

後のめあてを自己決定させるためのワークシート 

 ②『寒天培地』…手についたばい菌を視覚化させる教材 

 ③『あわあわ手洗いソング』…教師による手洗いの手本映像 

 ④『手洗いポーズのシート』…手洗いの手本となるポーズを確認させるためのシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、手洗いをする時にどのようなことに気

をつけていきたいか考えて書きました。 

手のどこにばい菌が残って

いるのかを予想しました。

指先やしわの部分に丸をつ

ける児童が多かったです。 

どこにばい菌が

残 っ て い る か

な？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 成果と課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・授業時間内に体験的な活動を取り入れ、実際に手を洗う活動をすることで、自分が普段洗ってい

ない方法の気付きに繋がった。 

・寒天培地で視覚化させたばい菌や、手の洗い方の映像などの視覚的教材は、児童の活動に対する

意欲付けに繋がり、有効的であった。 

・活動を中心に授業を展開したことで、児童が楽しく学習できていた。その気持ちが、普段の生活

の中でもきちんとした手洗いをしようというという意識につなげることができた。 

・電子黒板を使い、映像で学んだ手洗いソングは、事後も児童がよく口ずさんでおり、以前よりし

っかりと手を洗うことに繋がっている。 

 

 
課題 

・電子黒板や書画カメラを使った映像教材に重きを置いたため、板書が手薄になってしまった。板

書を計画的に行い、学習のキーワードを板書して残しておくと、児童が学習を振り返り、知識の

定着に繋げるたことができると考える。 

・健康で安全な生活についての知識・理解の評価を行動で見取る計画であったが、現実的に難しく、

授業内でできる評価を考える必要があった。 

・手の付け根やしわにばい菌が多くいることに気付かせることは１学年には難しかった。学年に応

じた指導ができるよう、系統性を考えて指導に当たれるよう意識していきたい。 

 

寒天培地をスクリ

ーンに映し、手形

のシートをかぶせ

て提示しました。 

ばい菌が残ってい

るところには、電

子ペンで丸をつけ

ました。 

「あわあわ博士」の

動画を見ながら、手

洗いのポーズを練習

しました。 

水道に手洗いポ

ーズのシートを

用意し、手を洗

いながら見える

工夫をしまし

た。 

手洗いソングに

合わせて手を洗

った後は、ハン

カチできれいに

手をふくことに

も気を付けまし

た。 

寒天培地の提示 
手洗いの練習 

手洗いポーズのシート 手洗いソングに合わせて実践 



 

 

お わ り に 

副校長 入江 明子 

 

本校では「平成２６・２７年度武蔵野市教育研究奨励校」「平成２６・２７年度東京都オリン

ピック・パラリンピック教育推進校」の指定を受け、「知ろう！考えよう！やってみよう！－健

康教育を通して－」を研究主題として、運動・食育・保健の３分科会をおき、家庭・地域と連携

し、得た知識をもとに、思考・判断し、日常的に実践できる子供の育成を目指して、研究を進め

てまいりました。 

教員の約半数が教職経験５年以下であり、１５年以上の者は全体の約４分の１という、若手教

員の多い学校です。研究当初は、以前より食育モデル校として取り組んできたことをもとにして、

改めてどのような内容を、どのような方法で、何の時間を使って指導するのか、年間指導計画・

評価計画を見直すところから始めました。しかし、ねらいに沿った活動の吟味、系統的・横断的

な指導計画の整理等、課題も多く残りました。未熟な研究ではございますが、教員一人一人が熱

心に取り組み、指導力向上につながったことは大きな成果といえます。本研究を進めるにあたり

まして、武蔵野市教育委員会や丁寧な御指導・御助言を賜りました講師の先生方に心より御礼申

し上げます。 

今後も子供たちが生涯にわたって健康・体力に関心をもち、心身共に健康な生活を送るための

実践力を身に付けられるよう研究を推進してまいります。 

 

 

 

 

＜御指導いただいた先生＞ 
 

帝京平成大学現代ライフ学部児童学科教授    

東京学芸大学名誉教授     立木 正 先生 

 

文部科学省初等中等教育局 

健康教育・食育課 健康教育調査官 

スポーツ庁 政策課教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

研究開発部教育課程調査官  森 良一 先生 

 

 

帝京大学医療科学部作業療法学科教授   

石井 孝弘 先生 

 

東京学芸大学教育学部准教授 

鈴木 聡 先生 

 

 

元東京福祉大学教育学部教授  

武蔵野大学教育学部講師 

橋本 由愛子 先生 

 

横浜国立大学人間科学部准教授    

物部 博文 先生 

 

国士舘大学体育学部体育学科教授   

田口 康之 先生 

国士舘大学体育学部教授  

こどもスポーツ教育学科主任 

小学校学習指導要領解説体育編作成協力者 

             池田 延行 先生 

 

 



 

 

 

＜研究に携わった教職員＞ 

 

校 長  藤橋 義之 副校長   入江 明子 ◎研究主任  峰尾 恭子（5年 2組） 

１年１組 林 有里子 ４年２組  藤野 充 少人数算数  渡邉 祐美 

１年２組 宮内 優香 ４年３組  雨谷 若菜 栄養教諭   諏訪 久子 

１年３組 伊東 隆一郎 ５年１組  寺尾 桂 けやき学級  諏訪 純子 

２年１組 渋谷 麻里 ６年１組  愛甲 剛 けやき学級  八代 史子（幹） 

２年２組 鈴木 美和 ６年２組  上川 あゆみ けやき学級  真野 聡 

２年２組 田中 明子 ６年３組  大森 智仁 けやき学級  清原 義玄 

２年３組 和嶋 祥 図工専科  木田 庸夫 けやき学級  佐光 美紀 

３年１組 加藤 裕康 音楽専科  今村 毅彦 いとすぎ学級 川口 尚人 

３年２組 田中 悠貴 養護教諭  根本 真澄 いとすぎ学級 結城 尚子 

４年１組 島田 就二 少人数算数 村越 夏子 

 

（平成２６年度）  黒沼 京子（幹）  神尾 洋介      岡安 美絵子   可児 敬子 
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